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黒
色
イ
ン
ク
を
用
い
た
ペ
ン
書
き
に
よ

る
②
の
書
簡
は
、
縦
が
約
九
・
五
セ
ン
チ

で
横
が
約
十
八
・
二
セ
ン
チ
（
左
端
が
千

切
っ
て
開
封
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
来
は

も
う
少
し
横
長
で
あ
っ
た
ろ
う
と
想
わ
れ

る
）
の
封
筒
、
縦
が
約
十
九
・
七
セ
ン
チ

で
横
が
約
三
十
一
・
五
セ
ン
チ
の
便
箋
か

ら
成
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
新
聞
の

切
抜
が
同
封
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
世

耕
弘
一
先
生
御
自
身
の
文
字
で
「
東
京
の

讀
賣
新
聞
の
記
事
で
す
。」
と
書
き
込
ま

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
先
ず
、
封
筒
の
表
面

と
裏
面
及
び
便
箋
の
コ
ピ
ー
と
そ
れ
ら
の

解
読
文
を
掲
げ
、
そ
の
後
に
②
の
書
簡
に

つ
い
て
聊い

さ
さか

管
見
を
書
き
連
ね
る
こ
と
と

し
た
い
。

岡
萬
之
助
関
係
文
書
」
で
の
整
理

番
号H

173

）

　

③　

一
九
二
四
年
十
月
十
日
付
書
簡

（「
山
岡
萬
之
助
関
係
文
書
」
で
の

整
理
番
号H

174

）

　

④　

同
年
十
月
十
一
日
付
書
簡
（「
山

岡
萬
之
助
関
係
文
書
」
で
の
整
理

番
号H

175

）

　

そ
の
上
で
、
①
の
書
簡
の
コ
ピ
ー
と
書

簡
の
解
読
文
を
掲
げ
、
そ
の
意
義
を
詳
し

く
論
じ
た
。
本
号
で
は
②
の
書
簡
を
、
前

号
に
続
い
て
、俎
上
に
載
せ
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　

１

　

本
誌
の
前
号
掲
載
の
拙
論
に
お
い
て
、

学
習
院
大
学
法
経
図
書
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の

「
山
岡
萬
之
助
関
係
文
書
」
の
中
に
、
次

の
よ
う
な
、
世
耕
弘
一
先
生
の
山
岡
萬
之

助
先
生
宛
書
簡
（
ベ
ル
リ
ン
発
信
）
四
通

が
収
録
さ
れ
て
い
る
の
を
発
見
し
た
こ
と

を
報
告
し
た
１

。

　

①　

一
九
二
三
年
十
一
月
二
日
付
書
簡

（「
山
岡
萬
之
助
関
係
文
書
」
で
の

整
理
番
号H

172

）

　

②　

同
年
十
一
月
十
九
日
付
書
簡（「
山

世
耕
弘
一
先
生
の
山
岡
萬
之
助
先
生
宛

　
　
　
　

一
九
二
三
年
十
一
月
十
九
日
付
書
簡
（
ベ
ル
リ
ン
発
信
）

　

近
畿
大
学
名
誉
教
授
・
建
学
史
料
室
研
究
員　

荒
木　

康
彦

（Via America）
Herrn M.Yamaoka,

Yokohama,
Japan

日
本
東
京
市
牛
込
区

　

富
久
町

　
　

山
岡
萬
之
助
様

　
　
　
　
　
　

 

侍
史

K.Sekoh,
b/Japanische Botoschaft
  in Berlin Deutschland

十
一
月
十
九
日
認

　
　
　

在
獨
逸
伯
林

　
　
　
　

日
本
大
使
館
気
付

　
　
　
　
　
　
　

世
耕
弘
一
拝

〔封筒の表面〕

〔封筒の裏面〕
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２

　

こ
の
書
簡
の
封
筒
の
表
面
に
記
載
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
注
目
に
値
す
る
の
は
、
次

の
二
点
で
あ
る
。

（
一
）「
ア
メ
リ
カ
経
由
」（V

ia A
m

erica

）

と
さ
れ
て
い
る
点

（
二
）①
・
③
・
④
の
書
簡
が
、い
ず
れ
も「
東

京　

日
本
」（T

okiyo, Japan

）
と
さ
れ

て
い
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
書
簡
だ
け
は

「
横
浜　

日
本
」（Y

okoham
a, Japan

）

と
さ
れ
て
い
る
点

　

大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
三
月
十
六

日
の
『
中
外
商
業
新
報
』
掲
載
記
事
２

に

お
い
て
、
大
阪
商
船
は
同
社
の
横
浜
・
シ

ア
ト
ル
間
の
定
期
便
で
「
十
二
日
半
」
と

契
約
先
の
「
シ
カ
ゴ
ミ
ル
オ
ー
キ
ー
」
鉄

道
会
社
３

の
シ
ア
ト
ル
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

間
の
鉄
道
便
に
よ
る
一
週
間
の
「
合
計

十
九
日
」
で
、
横
浜
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
間

に
お
い
て
輸
送
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

旨
が
、
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
九

二
三
年
刊
行
の
『
公
認　

汽
車
汽
船
旅
行

案
内　

第
三
四
六
號
』
掲
載
の
「
日
本
郵

船
會
社　

米
國
線
發
着
表
」
を
参
照
す
る

と
、
日
本
郵
船
の
汽
船
の
場
合
、
横
浜
・

シ
ア
ト
ル
間
の
所
要
日
数
が
十
七
日
ほ
ど

で
あ
る
４

。
大
西
洋
便
の
場
合
を
、
ト
マ

ス
・
ク
ッ
ク
社
に
よ
っ
て
、
一
九
二
三
年

に
刊
行
さ
れ
た
時
刻
表
で
あ
る Cook's 

C
ontinental T

im
e T

able A
nd 

Steam
ship Guide

で
調
べ
て
み
る
と
、
ロ

イ
ヤ
ル
・
メ
ー
ル
・
ス
テ
ィ
ー
ム
・
パ
ケ
ッ

ト
（Royal M

ail Steam
 Packet

）
社

が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ハ
ン
ブ
ル
ク
間
に
定

期
便
を
運
航
し
て
お
り
、
所
要
日
数
は

十
一

−

十
三
日
ほ
ど
で
あ
る
５

。
世
耕
弘

山
岡
先
生　
　

在
獨　

弘
一
拝

謹
啓　

彼
是
近
来
格
別
御
繁
多

御
心
労
も
さ
こ
そ
と
拝
察
奉
候

折
角
御
自
愛
之
程
奉
願
候

讀
賣
新
聞
記
事
見
て
嬉
し
か
つ
た

故
同
封
致
し
申
候
御
一
覧

賜
度
候　
　
　
　

匆
々
不
一

　
　

十
一
月
十
九
日
夜

〔便箋〕
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カ
経
由
で
早
く
着
く
よ
う
に
発
信
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
書
簡
の
消

印
で
消
え
て
い
る
「
？？
」、
即
ち
投
函
日

は
、
そ
の
翌
日
と
考
え
る
の
が
順
当
で
あ

ろ
う
か
ら
、「
20
」
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ

て
、
投
函
日
時
は
「
１
９
２
３
年
１１
月
20

日
午
後
７

−

８
時
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

う
か
。

　

世
耕
弘
一
先
生
は
『
日
本
大
学
七
十
年

の
人
と
歴
史
』
第
二
巻
に
寄
稿
さ
れ
た

「
ド
イ
ツ
留
学
の
憶
い
出
」９
に
お
い
て
、
ベ

ル
リ
ン
で
の
下
宿
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

触
れ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
（
前
略
）
私
が
ベ
ル
リ
ン
で
下
宿
し

て
い
た
家
の
人
は
、
非
常
に
よ
い
人

だ
っ
た
。
私
は
ベ
ル
リ
ン
に
着
い
た
最

初
か
ら
そ
の
家
に
下
宿
し
て
、
五
年
間

づ
う
と
居
っ
た
。
現
在
は
西
ド
イ
ツ
の

方
に
な
っ
て
い
る
か
、
ベ
ル
リ
ン
の
ウ

イ
ル
マ
ス
ド
ル
フ
と
い
う
街
の
ヒ
ン
デ

ン
ブ
ル
グ
の
名
前
の
つ
い
た
八
十
何
番

地
か
で
、
ハ
ン
ス
・
ウ
イ
ル
デ
と
い
う

二
階
建
の
家
で
あ
っ
た
。（
後
略
）

　

世
耕
弘
一
先
生
が
言
わ
れ
る
「
ウ
イ
ル

マ
ス
ド
ル
フ
と
い
う
街
」
と
は
消
印
に
あ

る W
ilm

ersdorf 

区
、
即
ち
ヴ
ィ
ル
マ
ー

ス
ド
ル
フ
区
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
洵
に
僥

倖
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
の
だ
が
、
私

は
英
文
に
よ
る
ベ
ル
リ
ン
旅
行
案
内
書 

Berlin and its Environs 

を
昭
和
五
〇

年
に
古
書
肆し

で
買
っ
た
が
、
平
成
二
五
年

の
「
世
耕
弘
一
先
生
ド
イ
ツ
留
学
90
周
年

記
念
史
料
展
示
会
」
の
展
示
史
料
の
一
つ

と
し
て
役
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
想
い
、

一
先
生
が
「
ア
メ
リ
カ
経
由
」
で
「
横
浜
」

と
指
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
以
上
の
よ
う

な
大
西
洋
航
路
と
ア
メ
リ
カ
大
陸
横
断
鉄

道
及
び
太
平
洋
航
路
に
要
す
る
日
数
の
合

計
が
、
ス
エ
ズ
運
河
経
由
航
路
に
要
す
る

日
数
よ
り
も
短
い
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え

て
の
御
判
断
に
よ
る
も
の
と
想
わ
れ
る
。

　

②
の
書
簡
の
封
筒
裏
面
で
は
、
①
の
書

簡
と
同
様
に
、
ベ
ル
リ
ン
の
日
本
大
使
館

気
付
け
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
こ
の

広
報
誌
の
前
号
で
述
べ
た
よ
う
に
、
山
岡

先
生
か
ら
返
事
が
来
る
場
合
、
ベ
ル
リ
ン

の
日
本
大
使
館
気
付
け
の
方
が
確
実
・
安

全
と
判
断
さ
れ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
事

実
、
ベ
ル
リ
ン
の
日
本
大
使
館
の
別
館

（
ア
ー
ホ
ル
ン
〔A

horn

〕
通
り
一
番
）−

当
時
ベ
ル
リ
ン
在
留
の
日
本
人
は
、
日
本

大
使
館
の
事
務
室
と
呼
ん
で
い
た

−

に
届

い
た
手
紙
を
置
い
て
お
く
場
所
が
あ
り
、

そ
こ
に
大
使
館
気
付
け
で
自
分
宛
に
来
た

手
紙
が
な
い
か
、
見
る
た
め
に
来
て
い
た

よ
う
で
あ
る
６

。
こ
の
ア
ー
ホ
ル
ン
通
り

は
、
後
に
触
れ
る
地
図
Ⅰ
の
場
合
で
言
う

と
、一
番
下
の
セ
ク
シ
ョ
ン
の
十
三
に
あ
る
。

　

貼
付
さ
れ
て
い
た
切
手
が
失
わ
れ
て
い

る
①
の
書
簡
と
は
異
な
り
、
②
の
書
簡
の

封
筒
表
面
に
は
、
貼
付
さ
れ
て
い
た
四
枚

の
切
手
が
磨
滅
し
な
が
ら
も
、
あ
る
程
度

残
っ
て
い
る
。
ハ
イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
時
期
の
切
手
の
紙
質
が
あ
ま
り

良
く
な
か
っ
た
せ
い
も
あ
っ
て
、
磨
滅
し

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
四
枚
の
切

手
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
文
字
を
、
こ
の
当

時
の
切
手
を
参
考
に
し
て
、
解
読
し
て
み

る
と
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
（
論
証
の
詳

し
い
過
程
は
、
こ
れ
を
省
く
）
。

　

ド
イ
チ
ェ
ス
・
ラ
イ
ヒ
（D

eutsches 
Reich

）７
の
二
〇
〇
億
マ
ル
ク
切
手
で
あ

る
こ
と
が
、印
刷
さ
れ
て
い
る
。し
た
が
っ

て
、
四
枚
で
八
〇
〇
億
マ
ル
ク
分
の
切
手

が
貼
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ハ
イ

パ
ー
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
時
期
の
ド
イ

ツ
か
ら
日
本
宛
の
郵
便
料
金
の
正
確
で
詳

し
い
推
移
に
関
す
る
一
次
史
料
は
今
の
と

こ
ろ
見
出
せ
な
い
が
、
国
内
便
の
書
簡
の

最
低
郵
便
料
金
の
推
移
は
次
の
よ
う
に
、

纏
め
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
８

。

　

一
九
二
一
年
四
月
一
日
改
正
で
〇
・
六

マ
ル
ク
、
一
九
二
二
年
一
月
一
日
改
正
で

二
マ
ル
ク
で
あ
っ
た
が
、
ハ
イ
パ
ー
イ
ン

フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
進
行
し
た
一
九
二
三
年

の
一
月
十
五
日
に
改
正
さ
れ
て
五
十
マ
ル

ク
と
な
る
が
、
同
年
中
に
こ
れ
も
含
め
て

十
六
回
改
正
さ
れ
、
十
六
回
目
（
十
二
月

一
日
）
に
は
一
千
億
マ
ル
ク
、
レ
ン
テ
ン

マ
ル
ク
で
〇
・
一
マ
ル
ク
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
特
に
関
係
あ
る
の
は
同
年
十
一
月

十
二
日
の
十
三
回
目
の
改
正
で
一
〇
〇
億

マ
ル
ク
、
同
年
十
一
月
二
十
日
の
十
四
回

目
の
改
正
で
二
〇
〇
億
マ
ル
ク
と
な
っ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
か
ら
日
本
宛

書
簡
の
郵
便
料
金
も
ド
イ
ツ
国
内
便
の
そ

れ
と
同
調
し
て
推
移
し
て
い
る
は
ず
で
あ

る
か
ら
、
一
九
二
三
年
十
三
回
目
の
改
正

の
結
果
、
八
〇
〇
億
マ
ル
ク
と
な
っ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
。

　

横
並
び
四
枚
の
切
手
の
二
枚
づ
つ
に
消

印
が
計
二
か
所
押
さ
れ
て
い
る
が
、
切
手

が
磨
滅
し
て
い
る
た
め
に
、
消
印
も
完
全

に
は
判
読
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
の
二
か
所

の
消
印
に
判
読
で
き
る
文
字
を
、
③
及
び

④
の
書
簡
の
封
筒
に
あ
る
消
印
の
文
字
を

参
考
に
し
て
、
解
読
し
て
み
る
と
、
次
の

よ
う
に
な
ろ
う
（
論
証
の
詳
し
い
過
程

は
、
こ
こ
に
お
い
て
も
そ
れ
は
省
く
こ
と

に
す
る
）
。

　　

一
九
二
〇
年
に
成
立
し
た
大
ベ
ル
リ

ン
（Groß-Berlin

）
に
は
二
〇
の
区
が

あ
り
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
の
区
が
ヴ
ィ
ル

マ
ー
ス
ド
ル
フ
（W

ilm
ersdorf

）
区
で

あ
り
、
大
ベ
ル
リ
ン
の
西
南
部
の
区
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
書
簡
は
大
ベ
ル

リ
ン
の
ヴ
ィ
ル
マ
ー
ス
ド
ル
フ
区
で
投
函

さ
れ
た
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
三

行
目
の
数
字
は
投
函
日
時
を
示
す
も
の

で
、「
１
９
２
３
年
１１
月
？？
日
午
後
７

−

８
時
」
と
解
せ
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

便
箋
の
最
後
の
行
に
あ
る
「
十
一
月
十
九

日
夜
」
の
、
封
筒
の
裏
面
に
あ
る
「
十
一

月
十
九
日
認
」
の
十
一
月
十
九
日
は
、

一
九
二
三
年
十
一
月
十
九
日
で
あ
る
と
確

定
出
来
る
の
で
あ
る
。「
十
一
月
十
九
日

夜
」
に
認
め
ら
れ
た
②
の
書
簡
は
ア
メ
リ

Deutsches Reich
20

Milliarden
20 000 000 000 M

BERLIN
1

?? 11 23 7-8 N
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と
に
な
る
。
こ
の
当
時
の
日
本
人
は
ベ
ル

リ
ン
に
赴
く
場
合
、
横
浜
・
神
戸
か
ら
ス

エ
ズ
経
由
の
船
便
を
利
用
し
て
マ
ル
セ
イ

ユ
ま
で
行
き
、
そ
こ
か
ら
は
鉄
道
を
利
用

し
て
ベ
ル
リ
ン
に
行
く
の
が
一
般
的
で
あ

り
、
世
耕
弘
一
先
生
の
渡
独
も
こ
の
ル
ー

ト
で
神
戸
か
ら
ベ
ル
リ
ン
ま
で
四
十
五
日

を
要
し
た
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
⓮

。
し
か

し
、
荷
物
は
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の

良
い
ル
ー
ト
で
、
横
浜
・
神
戸
か
ら
運
ば

れ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
点
に
つ
い
て

は
別
途
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
先
に
触
れ
た
一
九
二
三
年

刊
行
の
ト
マ
ス
・
ク
ッ
ク
社
の
時
刻
表

C
ook's C

ontinental T
im

e T
able 

A
nd Steam

ship G
uide

を
繙
く
と
、

“O
SA

K
A

 SH
O

SE
N

 K
A

ISH
A

.
Europe-Japan Service.”

⓯
の
欄
が
あ
り
、

大
阪
商
船
会
社
が
一
九
二
三
年
に
は
横

浜
・
神
戸
か
ら
ハ
ン
ブ
ル
ク
ま
で
の
定
期

便
を
運
航
し
て
お
り
、
横
浜
か
ら
ハ
ン
ブ

ル
ク
ま
で
は
五
十
五
日
乃
至
六
十
日
ほ
ど

要
し
て
い
た
こ
と
が
分
る
。
そ
れ
故
に
、

こ
の
よ
う
な
船
便
を
利
用
し
て
『
讀
賣
新

聞
』
な
ど
の
日
本
の
新
聞
が
ド
イ
ツ
に
も

齎も
た
らさ

れ
た
と
し
て
も
、
世
耕
弘
一
先
生
が

そ
れ
を
発
刊
六
十
七
日
ほ
ど
後
に
ベ
ル
リ

ン
で
閲
覧
さ
れ
る
の
は
、
充
分
可
能
で
あ

る
。

　

世
耕
弘
一
先
生
は
、
①
の
書
簡
に
お
い

て
日
本
の
新
聞
を
閲
覧
さ
れ
て
い
た
様
子

を
、
次
の
よ
う
に
陳
述
し
て
お
ら
れ
る
。

　
（
前
略
）
折
柄
突
然
日
本
人
倶
楽
部
に

於
て
日
本
大
学
小
石
川
及
九
段
に
於
て

開
校
す
と
の
朝
日
新
聞
記
事
を
拝
見
実

　

先
生
の
下
宿
先
の
ヴ
ィ
ル
デ
家
の

あ
っ
た
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
通
り
は
、
前

述
の
よ
う
に
ヴ
ィ
ル
マ
ー
ス
ド
ル
フ
区
に

あ
っ
た
が
、
遺
憾
な
こ
と
に
、
同
区
も
第

二
次
世
界
大
戦
中
の
空
襲
の
被
害
が
小
さ

く
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
在
の
ベ
ル
リ

ン
地
図
な
ど
で
見
る
限
り
、
旧
ヒ
ン
デ
ン

ブ
ル
ク
通
り
は
幾
分
改
修
さ
れ
て
様
子
が

変
わ
り
、
二
分
割
さ
れ
て
、
ヴ
ァ
ー
レ

ン
ベ
ル
ク
通
り
（W

allenbergstraße

）

と
ア
ム
・
フ
ォ
ル
ク
ス
パ
ー
ク
（A

m
 

V
olkspark

）
に
名
称
変
更
さ
れ
て
い
る
。

詳
し
く
は
、
ベ
ル
リ
ン
で
の
実
地
調
査
及

び
史
料
採
取
を
俟
つ
し
か
な
い
で
あ
ろ

う
。

　
　
　
　
　
　

３

　

こ
の
②
の
書
簡
の
本
文
は
八
十
文
字
足

ら
ず
の
短
い
も
の
で
あ
り
、
発
信
の
意
図

は
五
行
目
か
ら
七
行
目
に
か
け
て
で
あ

り
、「
讀
賣
新
聞
記
事
見
て
嬉
し
か
つ
た

故
同
封
致
し
申
候
御
一
覧
賜
度
候
」
つ
ま

り
『
讀
賣
新
聞
』
に
山
岡
先
生
の
記
事
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
の
を
世
耕
弘
一
先
生
が

見
出
さ
れ
て
嬉
し
か
っ
た
の
で
、
切
り
抜

き
を
同
封
し
た
の
で
御
一
覧
を
賜
り
た
い

と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
。

　

切
り
抜
き
さ
れ
て
同
封
さ
れ
て
い
た
の

は
、「
小
石
川
巣
鴨
の
災
を
救
つ
た
山
岡

局
長
の
お
手
柄
」
と
い
う
見
出
し
の
記
事

で
あ
り
、
震
災
の
際
に
巣
鴨
刑
務
所
に
収

容
さ
れ
て
い
た
囚
人
の
破
獄
の
動
き
を
知

ら
さ
れ
た
「
司
法
省
の
行
刑
局
長
山
岡
法

学
博
士
」
は
厳
し
く
対
処
す
る
よ
う
に
指

示
を
与
え
て
、
そ
の
結
果
「
空
鉄
砲
」
に

よ
る
威
嚇
で
囚
人
の
破
獄
が
未
然
に
防
が

れ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

巣
鴨
町
池
袋
一
帯
か
ら
小
石
川
の
大
半
が

放
火
の
厄
を
免
れ
た
の
は
、
全
く
「
山
岡

鬼
局
長
」
の
お
陰
だ
と
省
内
の
評
判
は
大

し
た
も
の
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

　

細
島
喜
美
著
『
人
間
山
岡
萬
之
助
傳
』

所
収
の
「
略
歴
譜
」
に
は
大
正
十

（
一
九
二
一
）
年
「
六
月
、
司
法
省
令
審

査
委
員
、
司
法
省
監
獄
局
長
、
の
ち
官
制

改
革
に
よ
っ
て
行
刑
局
長
と
な
る
。」
⓫

と

あ
る
が
、
具
体
的
に
こ
の
官
制
改
革
が
何

時
だ
っ
た
か
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ

で
司
法
省
の
官
制
改
革
に
関
す
る
史
料
を

博
捜
し
た
結
果
、
大
正
十
一
年
五
月

二
十
五
日
公
布
の
「
勅
令
第
二
百
七
十
七

号
」
の
「
第
四
條
」
に
「
監
獄
局
」
を
「
行

刑
局
」
に
改
め
る
と
さ
れ
て
い
る
⓬

の
を

見
出
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
山
岡
先
生
が

「
官
制
改
革
に
よ
っ
て
行
刑
局
長
」と
な
っ

た
の
は
、
こ
れ
に
よ
る
の
で
あ
る
。
関
東

大
震
災
の
時
の
山
岡
先
生
の
肩
書
が
、
こ

の
記
事
で
、
司
法
省
行
刑
局
長
と
さ
れ
て

い
る
は
正
し
い
と
言
え
る
。

　

切
り
抜
い
て
同
封
さ
れ
て
い
た
記
事

は
、
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
の
何
月

何
日
の
『
讀
賣
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
と
の
記
載
が
な
い
。
そ
こ
で
同

年
刊
行
の
『
讀
賣
新
聞
』
で
こ
の
記
事
を

具つ
ぶ

さ
に
探
索
し
た
と
こ
ろ
、
同
年
九
月

十
四
日
の
『
讀
賣
新
聞
』
朝
刊
⓭

に
掲
載

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
出
来
た
。
し
た

が
っ
て
、
世
耕
弘
一
先
生
が
②
の
書
簡
を

一
九
二
三
年
十
一
月
十
九
日
夜
に
認
め
ら

れ
て
い
る
か
ら
、
六
十
七
日
ほ
ど
前
に
発

刊
さ
れ
て
い
た
『
讀
賣
新
聞
』
の
記
事
を

閲
覧
さ
れ
た
旨
を
記
載
さ
れ
た
と
い
う
こ

本
書
を
書
屋
か
ら
取
り
出
し
掃
塵
し
て
、

一
穂
の
寒
燈
の
元
で
繙
き
、
改
め
て
仔
細

に
閲
読
す
る
と
、
一
九
二
三
年
に
ド
イ
ツ

の
ラ
イ
プ
チ
ヒ
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
⓾

！　

本
書
の
巻
頭
に
収
録
さ
れ

て
い
る
ベ
ル
リ
ン
全
体
の
地
図（
地
図
Ⅰ
）

を
見
る
と
、
大
き
く
三
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン

に
分
け
ら
れ
、
更
に
夫
々
が
四
十
二
に
分

か
た
れ
て
い
る
。
そ
の
一
番
下
の
セ
ク

シ
ョ
ン
の
南
西
部
にW

ilm
ersdorf

が
あ

る
。
だ
が
、
大
変
残
念
な
こ
と
に
は
一
番

下
の
セ
ク
シ
ョ
ン
の
最
下
段
が
少
し
切
れ

て
い
て
、
全
部
が
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
本
書
の
巻
末
に
収
録
さ
れ
て
い

る
大
型
の
折
り
込
み
詳
細
地
図
の
該
当
部

分
（
地
図
Ⅱ
）
を
見
て
み
る
と
、
名
称
変

更
さ
れ
て
、
現
在
の
ベ
ル
リ
ン
地
図
に
は

見
い
だ
せ
な
い
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
通
り

（H
indenburg Straße

）が
確
認
出
来
た
。

だ
が
、
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
通
り
は
ヴ
ィ
ル

マ
ー
ス
ド
ル
フ
区
の
南
端
に
東
西
に
長
く

延
び
る
通
り
で
あ
っ
て
、
世
耕
弘
一
先
生

の
下
宿
先
の
ハ
ン
ス
・
ヴ
ィ
ル
デ
（H

ans 
W

ilde

）
宅
が
地
図
Ⅱ
に
あ
る
こ
の
通
り

の
奈
辺
に
位
置
す
る
か
は
、
難
し
い
問
題

で
あ
る
。
そ
れ
は
ベ
ル
リ
ン
の
当
時
の
住

所
登
録
な
ど
の
公
文
書
の
採
取
に
よ
っ

て
、
は
じ
め
て
最
終
的
に
解
決
で
き
る
で

あ
ろ
う
。

　

そ
れ
か
ら
、
こ
の
②
の
書
簡
の
消
印
に

あ
る
「
１
」
と
「
６
」
と
い
う
数
字
の
意

味
す
る
と
こ
ろ
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
確

定
し
な
い
で
お
き
た
い
。
こ
れ
も
当
時
の

ド
イ
ツ
の
郵
政
史
の
一
次
史
料
の
採
取
を

行
い
、
現
在
抱
懐
し
て
い
る
仮
説
を
検
証

し
た
い
と
想
う
。
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十
八
号
（
二
〇
一
四
年
）
掲
載
の
荒
木

康
彦
「
世
耕
弘
一
先
生
の
山
岡
萬
之
助

先
生
宛
一
九
二
三
年
十
一
月
二
日
付

書
簡
（
ベ
ル
リ
ン
発
信
）
に
つ
い
て
」
。

山
岡
萬
之
助
先
生
の
略
歴
は
こ
の
論
考

の
冒
頭
部
で
触
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ

で
は
省
く
。

２　

大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
三
月

十
六
日
の
『
中
外
商
業
新
報
』
掲
載
記

事
、
神
戸
大
学
電
子
図
書
館
シ
ス
テ
ム

　

新
聞
記
事
文
庫　

海
運
（22-073

）
。

３　

こ
の
鉄
道
会
社
の
正
式
名
称
は
、
シ
カ

ゴ
・
ミ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ー
・
セ
ン
ト
ポ
ー
ル 

&

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
（Chicago,M

ilw
aukee,

　

St.Paul &
 Pacific

）鉄
道
会
社
で
あ
る
。

４　
『
公
認　

汽
車
汽
船
旅
行
案
内　

第

三
四
六
號
』（
大
正
十
二
年
）
二
三
一
頁
。

５　

T
hos.C

ook &
 Son,C

ook's 
C

ontinental T
im

e T
able A

nd 
Steam

ship G
uide

, L
on

d
on 

1923,p.295.

６　

和
田
博
文
・
真
鍋
正
宏
・
西
村
将
洋
・

宮
内
淳
子
・
和
田
桂
子
共
著
『
言
語
都

市
ベ
ル
リ
ン　

1861

～1945

』（
藤
原

書
店　

平
成
十
八
年
）
三
九
一
頁
。
以

下
、
本
書
は
『
言
語
都
市
ベ
ル
リ
ン
』

と
略
称
す
。
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）

年
か
ら
翌
十
二
年
ま
で
ベ
ル
リ
ン
に

滞
在
し
た
阿
部
次
郎
（
一
八
八
三

−

一
九
五
九
）
も
「
私
は
伯
林
に
ゐ
る

間
、
た
び
た
び
大
使
館
に
手
紙
を
さ
が

し
に
行
つ
た
。
」
と
、「
游
欧
雑
記　

独
逸
の
巻
」（『
阿
部
次
郎
全
集
』
第
七

巻
〔
角
川
書
店　

昭
和
三
六
年
〕
所
収
）

三
五
三
頁
。
）で
述
懐
し
て
い
る
。
ま
た
、

和
辻
哲
郎
は
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年

際
あ
の
時
位
嬉
し
き
事
無
之
人
前
も
憚

か
ら
ず
思
は
ず
母
校
万
歳
先
生
万
歳
を

と
な
へ
申
候
（
後
略
）

　

し
た
が
っ
て
、
②
の
書
簡
に
あ
る
『
讀

賣
新
聞
』
も
こ
の
「
日
本
人
倶
楽
部
」
で

閲
覧
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
、
順
当
で
あ

ろ
う
。
こ
こ
で
「
日
本
人
倶
楽
部
」
と
言

わ
れ
て
い
る
の
は
、
一
九
二
三
年
に
ベ
ル

リ
ン
在
住
の
日
本
人
に
よ
っ
て
ビ
ュ

ロ
ー（Bülow

）通
り
二
番
に
設
立
さ
れ
た

「
獨
逸
日
本
人
會
」⓰
を
指
す
も
の
と
想
わ

れ
る
。
し
か
も
、こ
の
「
獨
逸
日
本
人
會
」

の
設
立
に
貢
献
し
た
中
心
人
物
は
、「
日

本
大
学
留
学
生
」
と
し
て
一
九
二
一
年
か

ら
一
九
二
三
年
に
か
け
て
ベ
ル
リ
ン
に
在

留
し
た
原
惣
兵
衛（
一
八
九
一

−一
九
五
〇
）

で
あ
っ
た
⓱

。「
獨
逸
日
本
人
會
」
が
置

か
れ
た
ビ
ュ
ロ
ー
通
り
も
、
や
は
り
ベ
ル

リ
ン
在
留
の
日
本
人
が
多
く
住
む
ベ
ル
リ

ン
西
南
部
で
あ
り
、
地
図
Ⅰ
で
言
え
ば
一

番
下
の
セ
ク
シ
ョ
ン
の
十
七
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
こ
で
当
時
の
ベ
ル
リ
ン
に
日

本
人
が
何
人
ほ
ど
在
留
し
て
い
て
い
た
の

か
を
瞥
見
し
て
お
く
必
要
も
あ
る
だ
ろ

う
。
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
六
月
現

在
で
ド
イ
ツ
国
内
に
在
留
す
る
日
本
人
を

職
業
別
に
纏
め
た「
獨
逸
在
留
帝
国
臣
民

職
業
別
表
」⓲
を
ハ
ン
ブ
ル
ク
駐
在
の
総

領
事
花
岡
次
郎
が
外
務
大
臣
幣
原
喜
重
郎

（
一
八
七
二

−
一
九
五
一
）
に
同
年
八
月

十
日
に
提
出
し
て
い
る
。
こ
の
非
常
に
複

雑
な
表
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
数
字
を
必
要

な
限
り
で
整
理
す
る
と
、
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

　

更
に
ベ
ル
リ
ン
内
に
在
留
す
る
「
本
邦

内
地
人
」
の
「
本
業
者
」
の
九
三
五
人
の

中
の
三
七
七
人
（
男
性
三
七
六
人
・
女
性

一
人
）
が
「
教
育
関
係
者
」
と
な
っ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
男
性
「
教
育
関

係
者
」
三
七
六
人
の
一
人
が
世
耕
弘
一
先

生
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
に
渡
欧
し
た

哲
学
者
和
辻
哲
郎
（
一
八
八
九

−

一
九
六
〇
）
は
、
妻
宛
の
「
昭
和
二
年
五

月
五
日
付
書
簡
」（
ベ
ル
リ
ン
発
信
）
に

お
い
て
、
同
年
四
月
三
〇
日
に
「
夕
食
を

た
べ
に
日
本
人
会
に
行
き
、
新
聞
を
少
し

よ
ん
だ
。
」
と
述
べ
、「
朝
日
と
毎
日
の
夕

刊
」
を
挙
げ
て
い
る
⓳

。
こ
こ
か
ら
も
分

る
よ
う
に
、
こ
の
当
時
の
ベ
ル
リ
ン
在
留

の
日
本
人
は
、
日
本
の
様
子
を
知
る
た
め

に
「
日
本
人
倶
楽
部
」
と
も
呼
ば
れ
て
い

た
「
獨
逸
日
本
人
會
」
で
、
そ
こ
に
備
え

付
け
ら
れ
た
日
本
の
各
種
の
新
聞
を
閲
覧

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
し
て
や
、
こ
の

②
の
書
簡
が
発
信
さ
れ
た
時
期
は
関
東
大

震
災
の
直
後
で
あ
り
、
世
耕
弘
一
先
生
は

日
本
の
様
子
、
就

な
か
ん
ず
く中

灰
燼
に
帰
し
た
日
本

大
学
に
関
す
る
事
に
想
い
を
馳
せ
て
お
ら

れ
た
砌
に
、「
獨
逸
日
本
人
會
」
備
え
付

け
の
『
讀
賣
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
た

恩
師
山
岡
萬
之
助
先
生
の
大
車
輪
の
活
躍

の
記
事
に
接
し
て
歓
喜
極
ま
り
、
そ
の
こ

と
を
遙
か
ベ
ル
リ
ン
か
ら
知
ら
す
べ
く
、

一
気
呵
成
に
文ふ

み

を
認
め
ず
に
は
お
ら
れ
な

か
っ
た
と
い
う
訳
な
の
で
あ
ろ
う
。

注１
『
世
耕
弘
一
先
生
建
学
史
料
室
広
報　

A
 W

ay of Life

−Seko K
oichi

−

』

ドイツ国内に在留する「本邦内地人合計」 1,175 人

1,094 人

81 人

977 人

935 人

42 人

（男性：1,089 人 / 女性：86人）

（男性：1,077 人 / 女性：17人）

（男性： 12人 / 女性：69人）

（男性： 934人 / 女性：43人）

（男性： 931人 / 女性： 4人）

（男性： 3人 / 女性：39人）

その中の「本業者」

その中の「家 族」

その中の「本業者」

その中の「家 族」

ベルリン内に在留する「本邦内地人合計」
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四
月
一
八
日
に
ベ
ル
リ
ン
か
ら
妻
宛
に

出
し
た
書
簡
で
、
同
月
一
六
日
に
「
大

使
館
へ
行
つ
て
」
日
本
か
ら
の
二
通
の

書
簡
を
受
け
取
っ
た
と
報
じ
て
い
る

（『
和
辻
哲
郎
全
集
』
第
二
五
巻
〔
岩
波

書
店　

平
成
五
年
〕
二
一
二
頁
）
。
以

下
、本
書
は
『
和
辻
哲
郎
全
集
』
と
略
す
。

こ
れ
ら
で
触
れ
ら
れ
て
い
る「
大
使
館
」

と
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ア
ー
ホ

ル
ン
（A

horn

）
通
り
に
あ
っ
た
大
使

館
の
事
務
室
で
あ
る
。

７　

Reich

は
通
常
、
帝
国
の
訳
語
が
充

て
ら
れ
る
が
、
少
し
注
意
を
要
す
る
。

ド
イ
ツ
で
は
帝
政
が
倒
れ
ヴ
ァ
イ
マ
ル

共
和
国
の
時
代
に
な
っ
て
も
、
帝
政
以

来
のReich 

と
い
う
名
称
は
使
わ
れ
た

か
ら
で
あ
る
。

８　

R
oy Lingen, Germ

an Inflation 
1923. R

etrieved from
 https://

w
w

w
.buckacover.com

/articles/
roy/germ

infl.shtm
l

９　

桜
門
文
化
人
ク
ラ
ブ
編
『
日
本
大
学

七
十
年
の
人
と
歴
史
』（
第
二
巻　

洋

洋
社　

昭
和
三
六
年
）
収
録
「
ド
イ
ツ

留
学
の
憶
い
出
」
十
四

−
十
五
頁
。

⓾　

K
arl B

aedeker, Berlin and its 
Environs,Leipzig 1923. 

⓫　

細
島
喜
美
著『
人
間
山
岡
萬
之
助
傳
』

（
講
談
社　

昭
和
三
九
年
）
二
五
二
頁
。

⓬　
『
官
報
』
二
九
四
三
号
（
大
正
十
一

年
五
月
二
十
六
日
）
。

⓭　

大
正
十
二
年
九
月
十
四
日
付
『
讀
賣

新
聞
』
朝
刊
の
第
三
面
。

⓮　

高
山
良
福
・
原
嶋
亮
二
編
『
小
林
錡

先
生
』（
小
林
錡
先
生
顕
彰
会　

昭
和

三
八
年
）
六
頁
。

⓯　

T
hos.C

ook &
 Son,C

ook's 
C

ontinental T
im

e T
able A

nd 
Steam

ship G
uide

, L
on

d
on 

1923,p.204

．

⓰　

外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
史
料
Ｋ
３

門
３
類
７
項
０
項
目
１１
号
「
昭
和
六

年
在
外
邦
人
諸
団
体
関
係
一
件　

三
」

に
、
こ
の
当
時
の
ド
イ
ツ
駐
在
特
命
全

権
大
使
小
幡
酉
吉
が
外
務
大
臣
幣
原
喜

重
郎
宛
て
の
昭
和
六
年
十
二
月
六
日
付

「
公
第
二
八
九
號
」
で
提
出
し
た
「
在

当
地
本
邦
人
諸
団
体
調
査
報
告
」
が
収

録
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
当
時
ド
イ

ツ
に
在
留
し
た
日
本
人
が
組
織
し
て
い

た
五
団
体
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
が
報

告
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
「
獨
逸
日

本
人
會
」
に
つ
い
て
の
そ
れ
が
あ
る
。

『
言
語
都
市
ベ
ル
リ
ン
』
三
八
七
頁
で
、

「
獨
逸
日
本
人
會
」
に
関
す
る
公
文
書

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の

史
料
の
こ
と
と
想
わ
れ
る
。

⓱　

吉
田
勘
三
・
高
山
福
良
編
『
原
惣
兵

衛
の
横
顔
』（
原
惣
兵
衛
先
生
顕
彰
会

　

昭
和
三
八
年
）
一
一
四

−

一
一
七

頁
。
最
初
は
倶
楽
部
と
し
て
企
画
さ
れ

た
が
、
永
続
的
な
も
の
と
す
る
た
め
に

運
営
母
体
と
し
て
「
獨
逸
日
本
人
會
」

の
設
立
と
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
た
め
に
、「
日
本
人
倶
楽
部
」と
も「
獨

逸
日
本
人
會
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
よ

う
で
あ
り
、
正
式
の
所
在
地
は
ビ
ュ

ロ
ー
通
り
二
番
で
あ
っ
た
が
、
ノ
ー
レ

ン
ド
ル
フ
広
場
（N

ollendorfplatz

）

に
近
接
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
多
く
の
日

本
人
は
「
獨
逸
日
本
人
會
」
の
所
在
地

と
し
て
ノ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
を
挙
げ
て
い

る（
前
掲
書
一
一
四
頁
）。
地
図
Ⅱ
参
照
。

ま
た
、「
昭
和
の
は
じ
め
」
ベ
ル
リ
ン

に
留
学
し
た
山
本
勝
市
（
一
八
九
六

−

一
九
八
六
）
も
、
世
耕
弘
一
先
生
が
帰

国
さ
れ
る
際
に
「
ノ
ツ
レ
ン
ド
ル
フ
プ

ラ
ッ
ツ
に
あ
っ
た
日
本
人
ク
ラ
ブ
で
送

別
会
を
や
っ
た
。
」
と
述
懐
し
て
い
る

（
回
想
世
耕
弘
一
編
纂
委
員
会
編
『
回

想
世
耕
弘
一
』〔
回
想
世
耕
弘
一
刊
行

会　

昭
和
四
六
年
〕
九
三
頁
）
。　
　

⓲　

外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
史
料
７
門

１
類
５
項
４
号
「
大
正
十
三
年
海
外
在

留
本
邦
人
職
業
別
人
口
調
査
一
件　

第

二
十
七　

在
歐
洲
各
館
」
収
録

⓳　
『
和
辻
哲
郎
全
集
』
第
二
五
巻

二
三
三

−

二
三
四
頁
。
こ
の
年
に
は
シ

ベ
リ
ヤ
鉄
道
の
国
際
的
利
用
が
本
格
的

に
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
の
新
聞

も
非
常
に
早
く
ベ
ル
リ
ン
に
届
く
よ
う

に
な
っ
た
と
想
わ
れ
る
。

追
記

一
、
年
の
表
記
は
、
原
則
と
し
て
、
そ
の

史
料
・
文
献
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も

の
に
従
い
、
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お

け
る
場
合
は
西
暦
を
、
日
本
に
お
け

る
場
合
は
年
号
を
使
用
し
て
い
る
。

二
、
近
畿
大
学
の
関
係
者
の
み
は
「
先

生
」
と
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
人
士

に
つ
い
て
は
敬
称
を
省
い
て
い
る
の

で
、
こ
の
点
は
諒
と
さ
れ
た
い
。

三
、
原
典
尊
重
の
観
点
か
ら
引
用
史
料
の

表
現
・
漢
字
は
、
原
則
と
し
て
、
そ

の
ま
ま
に
し
て
い
る
。
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地
図

Ⅰ
　

　
一

番
下

の
セ

ク
シ

ョ
ン

の
下

辺
部

が
少

し
カ

ッ
ト

さ
れ

て
い

る
た

め
に

見
れ

な
い

が
、そ

こ
の「

6」「
9」「

12」
の

下
辺

部
に

、
世

耕
弘

一
先

生
の

下
宿

が
あ

っ
た

ヒ
ン

デ
ン

ブ
ル

ク
（

H
indenburg）

通
り

が
あ

っ
た

。
同

じ
く

「
13」

に
は

日
本

大
使

館
の

事
務

室
が

、「
17」

に
は

「
獨

逸
日

本
人

會
」

が
あ

っ
た

。
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地
図

II
　「

6」「
9」「

12」の
下

辺
部

に
、世

耕
弘

一
先

生
の

下
宿

が
あ

っ
た

ヒ
ン

デ
ン

ブ
ル

ク（
H

indenburg）通
り

が
認

め
ら

れ
る

。
「

13」
に

日
本

大
使

館
の

事
務

室
が

あ
っ

た
ア

ー
ホ

ル
ン

（
A

horn）
通

り
が

、「
17」

に
「

獨
逸

日
本

人
會

」（「
日

本
人

倶
楽

部
」）

が
あ

っ
た

ビ
ュ

ロ
ー

（
Bülow

）
通

り
が

認
め

ら
れ

、
こ

の
両

者
の

間
は

近
距

離
で

あ
る

こ
と

が
注

目
さ

れ
る

。
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ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
研
究
活
動
報
告

建
学
史
料
室 

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

学
内
研
究
会（
講
演
会
）開
催
報
告

　

平
成
二
十
六
年
十
二
月
二
十
日
、
ブ

ロ
ッ
サ
ム
カ
フ
ェ
三
階
会
議
室
Ａ
に
て
、

建
学
史
料
室
主
催
の
学
内
研
究
会
（
講
演

会
）
が
行
わ
れ
た
。
今
回
は
、
立
命
館
大

学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
準
備
室
課
長
補
佐
奈

良
英
久
氏
に
講
師
を
依
頼
し
、
立
命
館
大

学
に
お
け
る
百
年
史
編
纂
及
び
史
資
料
セ

ン
タ
ー
開
設
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
講

演
し
て
頂
い
た
。
参
加
者
の
内
訳
は
、
教

員
十
人
、
職
員
四
十
二
人
の
合
計
五
十
二

人
で
あ
っ
た
。

　

講
演
で
ま
ず
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、

立
命
館
大
学
に
お
け
る『
立
命
館
百
年
史
』

編
纂
の
取
組
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。『
立
命

館
百
年
史
』
は
、
通
史
第
一
巻
、
通
史
第

二
巻
そ
し
て
通
史
第
三
巻
の
三
部
立
て
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
平
成
三
年
の
着
手
か

ら
、
資
料
編
三
の
刊
行
ま
で
、
足
掛
け

二
十
三
年
に
わ
た
る
大
事
業
と
な
っ
た
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

編
纂
の
工
夫
と
し
て
、
編
纂
委
員
会
と

理
事
会
の
メ
ン
バ
ー
を
共
通
に
す
る
こ
と

で
、
編
纂
委
員
会
で
の
決
定
が
、
そ
の
ま

ま
学
園
と
し
て
の
決
定
と
な
る
仕
組
み
を

採
用
し
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
、

通
史
第
三
巻
に
つ
い
て
は
、
教
員
、
職
員

及
び
教
諭
か
ら
な
る
陣
容
に
よ
り
執
筆
さ

れ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
、

最
終
的
に
執
筆
者
と
な
っ
た
人
数
で
は
、

教
員
よ
り
職
員
が
多
い
こ
と
が
強
調
さ
れ

て
い
た
。

　

次
に
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
史
資
料
セ
ン

タ
ー
開
設
に
向
け
た
取
組
で
あ
っ
た
。
私

立
大
学
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
ど
う
醸

成
す
る
か
に
最
も
力
点
が
置
か
れ
て
お

り
、
機
関
ア
ー
カ
イ
ブ
と
収
集
ア
ー
カ
イ

ブ
と
い
う
二
つ
の
機
能
を
併
せ
持
つ
組
織

で
あ
る
こ
と
が
特
徴
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
職
員
中
心
の
組
織
と
し
て
、

で
き
る
こ
と
に
し
っ
か
り
取
り
組
む
と
い

う
方
針
の
下
、
資
料
目
録
の
公
開
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
た
情
報
提
供
と
い
っ
た

具
体
的
な
機
能
を
担
う
こ
と
が
紹
介
さ
れ

た
。

　

講
演
終
了
後
は
質
疑
応
答
が
行
わ
れ

た
。ま
ず
、職
員
中
心
で
史
資
料
セ
ン
タ
ー

を
運
営
す
る
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
は
、

職
員
で
あ
れ
ば
業
務
に
関
す
る
文
書
の
重

要
度
を
知ち

悉し
つ

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

処
分
に
つ
い
て
適
切
な
判
断
が
下
せ
る
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
次
に
ク
ラ
ブ
活
動
に

関
連
す
る
賞
状
や
ト
ロ
フ
ィ
ー
に
つ
い
て

は
、依
頼
が
あ
れ
ば
拒
ま
ず
に
受
け
入
れ
、

写
真
撮
影
を
し
た
の
ち
プ
レ
ー
ト
等
の
み

を
残
す
と
い
っ
た
方
法
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

本
学
よ
り
も
先
行
し
て
、
年
史
編
纂
及

び
史
資
料
セ
ン
タ
ー
開
設
に
取
り
組
ん
で

お
ら
れ
る
立
命
館
大
学
の
実
情
が
詳
細
に

紹
介
さ
れ
、
教
職
員
共
々
大
い
に
参
考
に

な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
荒
天
の
中
、

わ
ざ
わ
ざ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
っ
た
奈
良

英
久
氏
に
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第

で
あ
る
。

（
法
学
部
教
授　

建
学
史
料
室
研
究
員　

上
﨑　
　

哉
）

現
況
調
査
報
告

第
二
回
総
務
部
現
況
調
査

（
平
成
二
十
六
年
十
二
月
三
日
）

　

建
学
史
料
室
研
究
員
冨
岡
勝
と
上
﨑

哉
、
薮
下
信
幸
及
び
同
室
職
員
澤
田
和

典
、
西
尾
さ
か
え
の
五
人
で
、
総
務
部

保
管
の
校
史
関
係
史
資
料
の
第
二
回
現
況

調
査
を
行
っ
た
。
今
回
は
総
務
部
職
員
に

案
内
い
た
だ
き
な
が
ら
、
未
整
理
の
学
生

部
関
連
史
資
料
が
一
時
保
管
さ
れ
て
い
る

十
八
号
館
六
階
の
ス
ペ
ー
ス
を
見
学
調
査

し
た
。
大
阪
専
門
学
校
時
代
か
ら
昭
和

四
十
年
代
に
か
け
て
各
体
育
会
が
競
技
大

会
で
受
賞
し
た
賞
状
や
ト
ロ
フ
ィ
ー
な
ど

の
現
物
資
料
の
所
在
を
確
認
し
た
。
学
生

部
で
保
管
が
制
度
化
さ
れ
る
以
前
の
貴
重

な
史
資
料
群
が
学
内
に
保
存
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
で
き
た
こ
と
は
、
体
系
的
な

大
学
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
作
成
に
お
い
て
大
き

な
意
義
が
あ
り
、
今
後
は
学
生
部
管
掌
の

現
物
史
資
料
リ
ス
ト
と
の
整
合
を
は
か
り

た
い
。

（
経
済
学
部
准
教
授

　

建
学
史
料
室
研
究
員　

薮
下　

信
幸
）

第
三
回
総
務
部
現
況
調
査

（
平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
七
日
）

　

建
学
史
料
室
研
究
員
冨
岡
勝
と
上
﨑

哉
、薮
下
信
幸
及
び
同
室
職
員
澤
田
和
典
、

西
尾
さ
か
え
の
五
人
で
、
総
務
部
保
管
の

校
史
関
係
史
資
料
の
第
三
回
現
況
調
査
を

行
っ
た
。
今
回
は
、
第
一
回
調
査
で
見
学

調
査
を
行
っ
た
本
館
倉
庫
に
収
蔵
さ
れ
て

い
る
整
理
済
み
史
資
料
に
つ
い
て
、
総
務

学内研究会（講演会）風景（平成26年12月20日）講演者の立命館大学史資料センター準備室課長補佐 奈良 英久 氏
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所
蔵
さ
れ
て
い
る
か
と
思
っ
て
、
各
機
関

の
蔵
書
検
索
（O

PA
C

）
の
ペ
ー
ジ
で

検
索
し
て
み
た
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

O
PA

C

は
万
能
で
は
な
い
が
、
も
し
か
し

た
ら
ど
こ
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
資
料

を
発
見
で
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

奥
付
の
情
報
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
誌

名
は
小
若
江
文
学
第
一
巻
第
一
号
、
発
行

は
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
年
）
五
月
一

日
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
巻
頭
言
で
「
吾

等
の
小
若
江
文
学
創
業
第
一
週
年
〔
原
文

マ
マ
〕
が
茲
に
め
ぐ
り
来
つ
た
」
と
書
か

れ
て
い
る
の
で
、
創
刊
は
一
九
三
〇
年
の

よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
一
九
三
一
年
の
五

月
号
が
「
第
一
巻
第
一
号
」
と
書
か
れ
て

い
る
の
は
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え

る
。
し
か
し
巻
末
の
編
集
後
記
に
、「
小

若
江
文
学
甦
生
の
第
一
号
だ
」
と
書
か
れ

て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
と
、
何
ら
か
の

事
情
で
い
っ
た
ん
廃
刊
し
た
も
の
が
復
活

し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

シ
リ
ー
ズ
ご
と
の
整
理
票
の
作
成
な
ど
に

着
手
し
て
い
き
た
い
。

（
経
営
学
部
教
授　

建
学
史
料
室
研
究
員　

稲
葉　

浩
幸
）

第
七
回
勉
強
会

（
平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
五
日
）

　

第
六
回
議
事
録
確
認
の
後
、
学
内
校
史

関
連
史
資
料
現
況
調
査
方
法
の
変
更
に
つ

い
て
の
提
案
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
関
連
文
献

の
講
読
会
、
甲
南
学
園
資
料
室
調
査
の
報

告
、
学
内
研
究
会
の
開
催
案
内
、
建
学
史

料
室
広
報
誌
投
稿
要
領
の
検
討
、
今
後
の

長
期
計
画
に
つ
い
て
の
討
議
、
建
学
史
料

室
の
情
報
発
信
に
つ
い
て
の
報
告
、
追
手

門
学
院
で
の
講
演
会
案
内
、
我
々
の
研
究

成
果
に
基
づ
く
論
文
の
披
露
が
な
さ
れ
た
。

（
短
期
大
学
部
教
授　

建
学
史
料
室
研
究
員　

田
窪　

直
規
）

近
畿
大
学
を
め
ぐ
る
史
資
料　

２

―
『
小
若
江
文
学　

五
月
号

　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
三
一
年
』
―

教
職
教
育
部
教
授

　
　

建
学
史
料
室
研
究
員　

冨
岡　
　

勝

新
発
見
？
の
学
生
文
芸
雑
誌

　

前
回
同
様
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
古
書

店
を
通
じ
て
購
入
し
た
史
資
料
を
紹
介
し

た
い
。『
小
若
江
文
学
』
と
題
し
た
活
版

印
刷
に
よ
る
Ａ
５
サ
イ
ズ
の
雑
誌
で
、
表

紙
に
「
五
月
号　

一
九
三
一
年
」
と
書
き

添
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
雑
誌
は
国
立
国

会
図
書
館
や
全
国
の
大
学
図
書
館
な
ど
に

第
一
回
中
央
図
書
館
現
況
調
査

（
平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
九
日
）

　

建
学
史
料
室
研
究
員
の
冨
岡
勝
、
井
田

泰
人
、
稲
葉
浩
幸
、
荒
木
康
彦
、
同
室
職

員
の
澤
田
和
典
、
近
藤
明
子
、
木
村
道
子

の
七
人
で
、
中
央
図
書
館
に
保
管
さ
れ
て

い
る
校
史
関
係
史
資
料
の
第
一
回
現
況
調

査
を
行
っ
た
。
今
回
は
中
央
図
書
館
職
員

に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
所
蔵
状
況
リ
ス
ト

に
基
づ
き
、『
中
央
図
書
館　

図
書
館
運

営
委
員
会
議
事
録
』、『
中
央
図
書
館　

図

書
館
報
』、『
中
央
図
書
館　

図
書
館
だ
よ

り
』、『
中
央
図
書
館Library Guide

』

な
ど
の
史
資
料
を
中
心
に
閲
覧
し
た
。
次

回
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
打
ち
合

わ
せ
を
行
い
な
が
ら
調
査
活
動
を
進
め
て

い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

（
経
営
学
部
教
授　

建
学
史
料
室
研
究
員　

稲
葉　

浩
幸
）

第
二
回
中
央
図
書
館
現
況
調
査

（
平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
七
日
）

　

建
学
史
料
室
研
究
員
の
稲
葉
浩
幸
、
荒

木
康
彦
、
同
室
職
員
の
澤
田
和
典
、
近
藤

明
子
、
木
村
道
子
の
五
人
で
、
中
央
図
書

館
に
お
け
る
校
史
関
係
史
資
料
の
第
二
回

現
況
調
査
を
実
施
し
た
。
今
回
は
中
央
図

書
館
職
員
に
よ
る
引
率
で
、
貴
重
書
室
、

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
な
ど
が
保
管
さ
れ
て

い
る
特
殊
資
料
室
、
和
装
本
の
保
管
室
、

特
別
書
庫
、
倉
庫
、
十
一
号
館
一
階
書
庫
、

十
一
月
ホ
ー
ル
地
下
二
階
書
庫
を
見
学
調

査
し
た
。
ま
た
、
寄
贈
図
書
の
資
産
台
帳

を
所
蔵
状
況
リ
ス
ト
に
基
づ
い
て
確
認
し

た
。
次
回
か
ら
は
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た

現
況
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

部
職
員
の
案
内
と
立
会
い
の
も
と
、
い
く

つ
か
の
シ
ェ
ル
フ
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
史

資
料
の
シ
リ
ー
ズ
名
の
把
握
や
大
ま
か
な

冊
数
な
ど
の
予
備
調
査
を
行
っ
た
。
今
回

の
調
査
で
は
、
昭
和
二
十
六
年
頃
か
ら

三
十
年
代
末
に
か
け
て
の
時
期
の
多
岐
に

わ
た
る
設
置
認
可
関
係
公
文
書
の
所
在
が

確
認
で
き
た
。
今
後
も
本
館
倉
庫
に
収
蔵

さ
れ
て
い
る
史
資
料
の
調
査
を
継
続
し
、

長
期
に
わ
た
る
本
学
法
人
の
発
展
過
程
を

明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

（
経
済
学
部
准
教
授

　

建
学
史
料
室
研
究
員　

薮
下　

信
幸
）

第
一
回
学
生
部
調
査
　

（
平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
十
六
日
）　

　

建
学
史
料
室
研
究
員
の
冨
岡
勝
・
稲
葉

浩
幸
・
薮
下
信
幸
・
井
田
泰
人
、
同
室
職

員
の
西
村
広
光
・
澤
田
和
典
が
参
加
し
、

学
生
部
の
管
理
史
資
料
（
学
籍
簿
・
公
文

書
な
ど
の
書
類
）
の
保
管
場
所
、
保
存

状
態
を
確
認
す
る
た
め
に
調
査
を
行
っ

た
。
学
生
部
職
員
の
誘
導
・
案
内
に
よ
り
、

一
五
号
館
、
一
一
号
館
、
一
〇
号
館
、
本

館
の
順
で
史
資
料
保
管
場
所
へ
移
動
し
、

各
種
史
資
料
に
つ
い
て
解
説
を
受
け
た
。

今
回
の
調
査
で
学
生
部
関
係
の
史
資
料

ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
作
業
が
一
歩
前
進
し
、
校

史
編
纂
業
務
に
お
け
る
史
資
料
の
優
先
順

位
も
あ
る
程
度
付
け
ら
れ
た
。
今
後
は
確

認
で
き
た
事
務
資
料
の
リ
ス
ト
を
作
成
す

る
と
と
も
に
、
ク
ラ
ブ
管
理
の
資
料
（
優

勝
旗
・
盾
・
賞
状
な
ど
）
に
つ
い
て
の
調

査
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

（
短
期
大
学
部
教
授　

建
学
史
料
室
研
究
員　

井
田　

泰
人
）

表　紙奥　付
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発
行
所
は
「
大
阪
府
大
軌
沿
線
長
瀬
大

学
通
り
」
の
日
本
大
学
専
門
学
校
文
芸
部

と
な
っ
て
い
る
。

　

長
瀬
大
学
通
り
の
日
本
大
学
専
門
学
校

と
は
、
今
か
ら
九
〇
年
前
の
一
九
二
五
年

（
大
正
一
四
年
）
に
設
立
さ
れ
た
本
学
の

出
発
点
で
あ
り
、
以
後
の
分
離
・
改
組
・

拡
充
を
経
て
現
在
の
近
畿
大
学
へ
つ
な

が
っ
て
い
る
。

　
『
近
畿
大
学
創
立
65
年
の
歩
み
』（
近
畿

大
学
、
一
九
九
〇
年
）
に
は
、
日
本
大
学

専
門
学
校
の
頃
の
写
真
と
し
て
、
文
芸

部
、
剣
道
部
、
応
援
団
、
柔
道
部
、
乗
馬

部
、
端
艇
部
、
野
球
部
、
相
撲
部
、
陸
上

競
技
部
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の

で
、
文
芸
部
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
認
で
き

る
が
、
活
動
の
詳
細
は
、
現
在
で
は
ほ
と

ん
ど
分
ら
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

発
行
兼
編
集
兼
印
刷
人
は
田
村
節
三
で

あ
る
。田
村
節
三
の
名
前
は
、手
元
に
あ
っ

た
『
校
友
名
簿　

昭
和
四
十
六
年
』（
近

畿
大
学
校
友
会
名
簿
作
成
委
員
会
編
集
、

近
畿
大
学
校
友
課
発
行
、
一
九
七
一
年
）

で
す
ぐ
確
認
で
き
、
商
科
（
１
部
）
の
昭

和
七
年
（
一
九
三
二
年
）
卒
業
生
（
第
五

回
卒
業
生
）
の
一
人
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
た
。
日
本
大
学
専
門
学
校
は
修
業
年
限

が
三
年
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
雑
誌
の
発

行
時
に
在
学
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。

　

ま
た
、「
一
冊　

定
価　

金
十
銭
」
と

書
か
れ
て
お
り
、
有
料
で
あ
る
。
同
じ
頁

の
「
原
稿
募
集
」
に
は
締
切
が
「
毎
月

二
十
五
日
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
月

刊
雑
誌
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、

「
優
秀
作
品
に
は
相
当
稿
料
を
呈
す
」
こ

の
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
茲
に
所
謂
学

生
文
学
と
は
学
生
発
行
文
学
の
謂
に
外

な
ら
ぬ
。

　

つ
ま
り
、
商
業
ベ
ー
ス
に
乗
っ
た
出
版

物
で
は
資
本
か
ら
拘
束
を
避
け
ら
れ
ず
、

純
粋
な
芸
術
と
し
て
文
学
を
追
求
で
き
な

い
。
そ
れ
は
社
会
矛
盾
と
の
た
た
か
い
を

標
榜
す
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
も
例
外
で

は
な
い
。
学
生
が
自
ら
発
行
す
る
文
学
こ

そ
が
資
本
の
拘
束
を
受
け
な
い
真
の
芸
術

で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
主
義
主
張
の

な
い
趣
味
的
な
雑
誌
で
も
な
く
、
商
業
的

な
出
版
物
で
も
な
い
、
新
た
な
試
み
を
し

よ
う
と
す
る
若
々
し
い
意
気
込
み
が
伝

わ
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

　
『
校
友
名
簿　

昭
和
四
十
六
年
』
に
よ

れ
ば
、
例
え
ば
昭
和
七
年
の
卒
業
生
は

法
律
科
（
１
部
）
三
二
人
、
法
律
科
（
２

部
）
四
四
人
、
商
科
（
１
部
）
八
四
人
の

一
六
〇
人
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
『
小
若
江

文
学
』
を
通
し
て
、
少
数
精
鋭
の
意
欲
あ

る
若
者
た
ち
が
長
瀬
の
地
に
集
ま
っ
て
き

て
い
た
様
子
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

一
九
二
五
年
（
大
正
一
四
年
）
に
本
学

が
日
本
大
学
専
門
学
校
と
し
て
最
初
の
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
こ
ろ
の
史
資
料
は
、
多

く
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
の
一
層
の

史
資
料
調
査
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

（
本
記
事
で
は
史
資
料
中
の
旧
字
体
を
、

原
則
と
し
て
新
字
体
に
改
め
た
。）

記
で
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
一
九
二
四

年
（
大
正
一
三
年
）
七
月
の
日
本
大
学
専

門
学
校
設
置
申
請
書
類
に
記
載
さ
れ
た
学

則
で
は
、
正
規
の
学
生
は
男
子
の
み
と

な
っ
て
い
る
（『
日
本
大
学
百
年
史　

第

四
巻
』
二
〇
〇
四
年
、
一
九
九
頁
）
。

　

つ
ま
り
こ
の
雑
誌
は
、
日
本
大
学
専
門

学
校
の
予
算
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る

が
、
文
芸
部
の
学
生
だ
け
で
な
く
学
外
か

ら
の
投
稿
も
募
集
し
、
十
銭
で
あ
っ
て
も

有
料
で
販
売
す
る
と
い
う
、
独
立
性
の
高

い
出
版
物
で
あ
っ
た
。

「
資
本
の
拘
束
を
受
け
な
い
純
正
芸
術
」

　

巻
頭
言
の
「
吾
等
の
主
張
」
に
お
い

て
『
小
若
江
文
学
』
の
目
指
す
方
向
が
書

か
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
学
生
の
同
人
雑
誌

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
何
の
主
義
主
張
を
持

た
な
い
と
い
う
の
は
間
違
っ
て
い
る
と

し
て
、「
主
義
な
き
文
字
は
空
文
で
あ
り
、

主
張
な
き
文
章
は
徒
ら
に
死
文
の
み
」
と

述
べ
る
。
で
は
、『
小
若
江
文
学
』
は
ど

の
よ
う
な
主
張
を
す
る
の
か
。

　
　

現
代
出
版
資
本
の
制
覇
！
プ
ロ
レ

タ
リ
ヤ
文
学
に
於
て
す
ら
不
幸
に
し
て

吾
等
は
其
処
に
是
を
否
定
す
べ
き
寸
隙

だ
に
見
出
し
得
な
い
の
だ
。
大
概
の
場

合
、
或
る
作
家
が
口
を
酸
つ
ぱ
く
し
て

自
己
一
身
に
関
す
る
限
り
資
本
の
制
約

を
否
認
す
れ
ば
す
る
程
一
層
吾
等
は

苦
々
し
く
思
ふ
〔
略
〕
何
人
に
も
明
瞭

な
る
通
り
、
斯
く
資
本
の
重
圧
に
歪
曲

さ
れ
た
現
代
文
壇
諸
派
の
埒
外
に
あ
つ

て
、
学
生
文
学
派
こ
そ
は
殆
ど
資
本
の

拘
束
、
社
会
の
束
縛
を
受
け
ざ
る
唯
一

と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

執
筆
者
に
つ
い
て

　

目
次
に
記
載
さ
れ
た
タ
イ
ト
ル
と
執
筆

者
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

巻
頭
言

紀
行
文　
「
西
南
遊
記
」（
田
村
節
三
）

創
作　
　
「
女
教
師
」（
牧
ぎ
や
う
）

戯
曲　
　
「
隼
人
正
と
八
郎
兵
衛
」（
成
山

山
人
）

創
作　
　
「
女
難
」（
岩
野
小
景
）

長
詩　
　
「
車
窓
の
断
想
」（
伴
洋
）

散
文　
　
「
一
生
の
希
ひ
」（
阿
蘇
道
夫
）

創
作　
　
「
オ
フ
イ
ス
ガ
ー
ル
は
」（
杉
田

草
代
）

キ
ネ
マ
ス
ト
ー
リ
ー

　
　
　
　
　
「
哀
傷
」（
伊
藤
武
仁
）

編
集
後
記

　
『
校
友
名
簿　

昭
和
四
十
六
年
』
で
探

す
と
、
伊
藤
も
商
科
（
１
部
）
の
昭
和
七

年
卒
業
生
で
あ
っ
た
。
同
じ
商
科（
１
部
）

の
昭
和
七
年
卒
業
生
と
し
て
「
岩
野
」
の

名
前
も
見
え
る
。「
岩
野
小
景
」
は
こ
の

人
物
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
か
も
し
れ
な
い
。
編

集
後
記
に
田
村
以
外
に「
伊
藤
岩
野
両
君
」

が
編
集
委
員
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。「
成
山
山
人
」
が
田
村
節
三
の
ペ

ン
ネ
ー
ム
で
あ
っ
た
こ
と
も
編
集
後
記
か

ら
分
か
る
。

　

巻
末
に
原
稿
募
集
の
告
知
が
あ
り
、「
知

識
階
級
男
女
各
人
の
投
稿
自
由
」
と
な
っ

て
い
る
の
で
、
在
学
生
以
外
に
も
開
か
れ

た
メ
デ
ィ
ア
で
あ
っ
た
。
牧
ぎ
や
う
に
つ

い
て
は
「
伸
び
る
女
流
作
家
」
と
編
集
後
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し
、
甲
南
小
学
校
で
は
百
周
年
を
記
念
し

て
彼
の
人
生
を
漫
画
化
し
た
本
を
作
成
し

て
い
る
。
自
校
史
教
育
は
創
立
者
平
生
の

人
物
教
育
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
い
る

が
、
天
野
氏
と
溝
上
氏
は
学
園
史
資
料
室

の
活
動
と
自
校
史
教
育
と
を
通
し
て
旧
制

高
等
学
校
時
代
か
ら
続
く
学
園
の
雰
囲
気

や
空
気
感
、
気
概
な
ど
を
在
学
生
に
伝
え

て
い
き
た
い
と
い
う
強
い
思
い
を
も
た
れ

て
い
た
。

　

今
回
の
調
査
で
伺
う
こ
と
の
で
き
た
甲

南
学
園
学
園
史
資
料
室
の
活
動
、
資
料
収

集
や
そ
の
活
用
な
ど
の
内
容
、
そ
し
て
、

大
学
の
も
つ
歴
史
性
を
伝
え
て
い
き
た
い

と
い
う
担
当
者
の
思
い
は
参
考
に
な
る
べ

き
点
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

十
七
巻
の
刊
行
が
開
始
さ
れ
、
現
在
十
巻

ま
で
が
発
刊
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
年

史
は
力
を
注
い
で
編
集
さ
れ
た
五
十
年
史

（
一
九
七
一
年
刊
）
を
基
礎
に
し
て
、
続

く
六
十
年
、
七
十
年
、
八
十
年
の
各
年
史

は
、
各
十
年
分
の
記
述
を
追
加
す
る
形
で

区
切
り
と
な
る
年
史
、
記
念
誌
を
刊
行
し

た
そ
う
で
あ
る
。
と
く
に
五
十
年
史
は
、

平
生
の
日
記
の
裏
付
け
の
た
め
の
資
料
と

し
て
、
調
査
の
た
め
の
基
礎
的
な
文
献
と

し
て
活
用
す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

資
料
の
寄
贈
に
つ
い
て
は
、
学
園
史
資

料
室
発
行
の
年
報
な
ど
に
よ
っ
て
依
頼
を

行
い
、
総
務
課
で
受
け
入
れ
、
分
類
と
登

録
を
行
っ
て
い
る
。
収
集
す
る
資
料
は
主

に
創
立
者
の
平
生
釟
三
郎
に
関
係
す
る
日

記
や
書
簡
な
ど
の
文
書
や
勲
章
な
ど
の

類
、
学
生
に
関
す
る
資
料
と
し
て
学
生
生

活
に
関
係
す
る
も
の
、
課
外
活
動
の
記

録
、
写
真
、
旧
制
高
等
学
校
時
代
の
も
の

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
収
集
し
た
資
料

は
、
研
究
者
や
地
域
の
人
た
ち
の
研
究

活
動
に
利
活
用
さ
れ
る
こ
と
も
目
的
と

な
っ
て
い
る
。

　

聞
き
取
り
調
査
で
対
応
し
て
い
た
だ
い

た
天
野
氏
が
課
題
と
し
て
あ
げ
た
こ
と
は
、

学
内
事
務
文
書
の
収
集
シ
ス
テ
ム
が
未
確

立
の
状
態
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

現
在
の
と
こ
ろ
文
書
の
保
存
は
各
部
局
の

ス
タ
ッ
フ
の
意
識
に
支
え
ら
れ
て
お
り
、

今
後
は
総
務
課
か
ら
文
書
の
収
集
及
び
保

存
方
法
を
提
案
し
て
体
制
を
整
え
る
必
要

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

最
後
に
、
甲
南
学
園
で
は
創
立
者
の
平

生
釟
三
郎
の
こ
と
ば
を
集
め
た
発
言
集
を

自
校
史
教
育
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用

と
し
て
学
園
史
資
料
室
の
設
立
経
緯
、
組

織
形
態
、
活
動
内
容
を
中
心
に
お
話
を
う

か
が
っ
た
後
に
、
学
園
史
資
料
展
示
室
を

見
学
し
、
書
庫
へ
移
動
し
て
資
料
の
収

集
・
保
管
状
況
な
ど
の
説
明
を
受
け
な
が

ら
、
所
蔵
資
料
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
以
下
、
お
話
し
い
た
だ
い
た
内
容
を

紹
介
す
る
。

　

学
園
史
資
料
室
は
、
甲
南
学
園
の
運
営

に
協
力
し
て
い
た
伊
藤
忠
兵
衛
が
公
職
追

放
後
の
一
九
五
七
年
に
再
び
理
事
長
に
就

任
し
、
自
ら
が
委
員
長
と
な
る
学
園
史
資

料
室
委
員
会
を
設
置
し
て
学
園
史
資
料
室

を
開
設
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
伊
藤
の
尽

力
に
よ
り
開
設
し
た
学
園
史
資
料
室
は
、

創
立
者 

平
生
釟
三
郎
の
精
神
を
継
承
す

る
こ
と
、
旧
制
高
等
学
校
時
代
の
資
料
群

の
保
存
及
び
そ
れ
ら
の
活
用
が
目
的
で

あ
っ
た
。
資
料
室
の
活
動
は
、『
平
生
釟

三
郎
日
記
』
の
刊
行
、
年
史
の
編
集
、『
甲

南
学
園
史
資
料
室
年
報
』
の
発
行
、
資
料

の
収
集
・
保
管
な
ど
で
あ
る
。
学
園
史

資
料
室
の
業
務
担
当
は
広
報
課
で
あ
っ
た

が
、
二
〇
一
三
年
六
月
か
ら
は
総
務
課
へ

と
変
更
さ
れ
た
。
現
在
の
運
営
は
総
務
課

課
長
補
佐
の
溝
上
真
理
子
氏
と
ア
ル
バ
イ

ト
一
人
の
二
人
体
制
と
な
っ
て
い
る
。
教

員
は
、
平
生
研
究
会
や
日
記
及
び
年
史
の

刊
行
に
関
連
す
る
資
料
室
委
員
会
、編
纂
・

編
集
員
会
に
参
加
す
る
そ
う
で
あ
る
。

　
『
平
生
釟
三
郎
日
記
』
に
つ
い
て
は
、

平
生
研
究
会
に
お
い
て
研
究
が
進
め
ら

れ
、
一
九
九
五
年
に
設
け
ら
れ
た
日
記
翻

刻
委
員
会
に
お
い
て
平
生
の
三
十
二
年
に

亘
る
日
記
の
本
格
的
な
翻
刻
作
業
が
始
め

ら
れ
た
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
九
年
か
ら
全

各
地
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
紹
介　

３

―
甲
南
学
園
学
園
史
資
料
室
で
の

　
　
　
　
　

聞
き
取
り
調
査
報
告
―

九
州
短
期
大
学
准
教
授

　
　

建
学
史
料
室
研
究
員　

三
木　

一
司

　

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
実
施
し
て
い
る

一
連
の
各
地
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
訪
問
調
査

と
し
て
、
平
成
二
十
六
年
九
月
三
日
に
甲

南
学
園
学
園
史
資
料
室
を
訪
問
し
、
聞
き

取
り
調
査
を
行
っ
た
。
調
査
に
は
、
甲
南

学
園
総
務
部
総
務
課
課
長
の
天
野
裕
介
氏

と
同
課
課
長
補
佐
の
溝
上
真
理
子
氏
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
。
聞
き
取
り
を
行
っ
た

調
査
担
当
者
は
、
建
学
史
料
室
研
究
員
の

教
職
教
育
部
・
冨
岡
勝
教
授
と
文
芸
学

部
・
酒
勾
康
裕
准
教
授
、
報
告
者
の
三
人

で
あ
る
。
調
査
内
容
は
、
聞
き
取
り
調
査甲南学園学園史資料展示室

学園史資料展示室のある甲南大学1号館
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オ
ラ
マ
を
見
て
、
山
や
川
な
ど
の
自
然
あ

ふ
れ
る
場
所
に
住
ん
で
お
ら
れ
た
世
耕
弘

一
先
生
が
、
今
の
生
活
で
は
考
え
ら
れ
な

い
ほ
ど
不
便
な
環
境
で
苦
労
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
、
一
目
で
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
後
の
人
生
の
中
で
も
印
象

深
い
の
は
世
耕
弘
一
先
生
の
学
生
時
代
に

つ
い
て
で
す
。
先
生
が
生
き
た
学
生
時
代

は
一
般
家
庭
で
は
中
学
校
に
す
ら
も
入
学

す
る
こ
と
が
か
な
り
難
し
い
時
代
で
し

た
。
そ
ん
な
中
で
も
先
生
は
働
い
て
お
金

を
稼
ぎ
、
生
活
費
や
学
費
に
充
て
て
い
た

こ
と
を
知
り
、
今
の
私
で
は
と
て
も
で
き

な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
特
に
、
大

学
生
時
代
に
さ
れ
て
い
た
、
人
力
車
で
人

を
運
ぶ
仕
事
は
給
料
が
良
く
、
勉
強
と
仕

事
を
両
立
す
る
と
い
う
意
味
で
は
と
て
も

よ
い
仕
事
だ
っ
た
と
知
り
ま
し
た
。
た

だ
、
私
は
そ
の
人
力
車
に
実
際
に
乗
っ
て

み
て
、
思
っ
て
い
た
よ
り
も
大
き
く
て
人

を
運
ん
で
行
く
の
は
大
変
だ
と
思
い
ま
し

た
。
世
耕
弘
一
先
生
は
人
力
車
の
仕
事
を

し
て
い
る
合
間
に
勉
強
し
て
い
た
こ
と
を

知
り
、
厳
し
い
時
代
の
中
で
働
き
な
が
ら

勉
学
に
励
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
深
い
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
も
先
生
の

精
神
を
見
習
い
、
こ
の
学
校
で
学
べ
る
こ

と
を
誇
り
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

高
等
学
校
一
年　

吉
出　

雅
登

　

私
は
、
不
倒
館
で
近
畿
大
学
の
教
育
理

念
「
人
に
愛
さ
れ
る
人
、
信
頼
さ
れ
る
人
、

尊
敬
さ
れ
る
人
に
な
ろ
う
」
が
ド
イ
ツ
語

は
本
校
の
開
校
当
時
の
様
子
が
う
か
が
え

る
こ
と
も
あ
り
、
西
川
先
生
に
取
材
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
九
月

六
日
に
高
校
生
六
人
、
中
学
生
二
人
で
近

畿
大
学
西
門
の
銅
像
前
で
世
耕
弘
一
先
生

に
つ
い
て
お
話
を
聞
き
、
そ
の
後
不
倒
館

に
移
動
し
て
、
開
設
当
時
の
福
山
校
の
様

子
な
ど
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

西
川
先
生
の
福
山
校
へ
の
思
い
を
知
る

こ
と
が
で
き
て
、
生
徒
も
背
筋
が
伸
び
る

思
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
現
在
は
自
校

学
習
を
ま
と
め
る
映
像
を
作
成
し
て
お

り
、
完
成
時
に
は
お
世
話
に
な
っ
た
方
々

に
も
ご
視
聴
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
今
回
の
自
校
学
習
を
通
じ
て
、

生
徒
た
ち
も
、
今
学
ん
で
い
る
福
山
校
が

世
耕
弘
一
先
生
の
思
い
を
受
け
継
い
だ
も

の
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
今
後
自
分
た
ち

が
そ
の
担
い
手
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
持

つ
こ
と
が
で
き
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し

た
。

　
−

生
徒
感
想
文

−

　

高
等
学
校
一
年　

青
木　

杜
斗

　

私
は
こ
の
不
倒
館
に
行
っ
て
み
て
、
世

耕
弘
一
先
生
の
一
生
や
近
畿
大
学
の
創
設

時
の
様
子
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
特
に

印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
世
耕
弘
一

先
生
が
生
ま
れ
、
幼
少
期
を
過
ご
さ
れ
た

熊
野
地
方
の
ジ
オ
ラ
マ
で
す
。
ジ
オ
ラ
マ

に
は
世
耕
弘
一
先
生
が
少
年
時
代
に
住
ん

で
い
た
熊
野
地
方
の
当
時
の
様
子
が
忠
実

に
再
現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
こ
の
ジ

生
徒
は
七
月
二
十
日
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
に
行
く
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
た
の

で
、
そ
の
際
に
不
倒
館
の
取
材
を
六
人
で

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

建
学
史
料
室
の
方
々
に
資
料
を
細
か
く

説
明
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
世
耕
弘
一

先
生
の
壮
絶
な
人
生
、
そ
の
中
で
も
常
に

あ
る
不
屈
の
精
神
、
そ
の
思
い
の
中
で
近

畿
大
学
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
を
知
り
、
世

耕
弘
一
先
生
に
実
際
に
お
会
い
し
た
方
に

当
時
の
様
子
を
伺
い
た
い
と
い
う
声
が
部

員
か
ら
出
て
き
ま
し
た
。
本
校
は
設
立

四
十
二
周
年
（
平
成
二
十
六
年
現
在
）
で

す
が
、
設
立
当
時
か
ら
い
る
教
員
で
す

ら
、
世
耕
弘
一
先
生
に
お
会
い
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
中
、
本
校

の
初
代
校
長
で
い
ら
し
た
西
川
泰
弘
先
生

が
世
耕
弘
一
先
生
を
ご
存
知
で
、
さ
ら
に

不
倒
館
を
取
材
し
て

　
　

附
属
広
島
高
等
学
校
・

　
　
　
　

中
学
校
福
山
校 

マ
イ
コ
ン
部

部
長　

岡
崎　

暢
寿

　

本
校
の
マ
イ
コ
ン
部
で
は
映
像
作
品
を

作
る
活
動
を
し
て
お
り
、
毎
年
、
中
学
校

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
（
六
月
）
と
高
等
学

校
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
（
九
月
）
の
時
に

学
校
紹
介
映
像
（
八
分
）
を
作
成
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
福
山
市
で
行
わ
れ
て
い
る

私
学
フ
ェ
ス
タ
東
部
地
区
（
七
月
二
十
一

日
）
で
は
、
学
校
の
あ
る
福
山
市
佐
波
町

の
歴
史
に
つ
い
て
十
二
分
の
映
像
に
ま
と

め
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
活
動
と
し
て
佐
波
町

の
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
地
元
の
方

と
の
交
流
が
で
き
、
さ
ら
に
は
朝
日
新
聞

に
も
掲
載
さ
れ
る
こ
と
で
、
生
徒
の
自
信

に
も
つ
な
が
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
私
自
身
が
六
月
の
附
属
教
研
で

増
田
大
三
副
学
長
の
自
校
学
習
の
お
話
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
本
校
の
マ
イ
コ
ン

部
で
自
校
学
習
に
つ
い
て
映
像
を
作
成
す

る
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
に
話

を
し
た
と
こ
ろ
、
と
て
も
興
味
を
持
ち
今

回
の
活
動
が
動
き
出
し
ま
し
た
。
私
も
知

ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
生
徒
と
共
に
学

ぶ
た
め
、
ま
ず
は
一
緒
に
『
炎
の
人
生
』

『
山
は
動
か
ず
』
を
読
む
こ
と
に
し
ま
し

た
。
そ
し
て
お
互
い
に
感
想
を
伝
え
合
う

中
で
、
生
徒
た
ち
も
不
倒
館
に
行
っ
て
み

た
い
と
い
う
希
望
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
高
校
一
年
生
と
二
年
生
の
一
部
の

世耕弘一先生の銅像前で、西川泰弘先生（左から5人目）と記念撮影
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始
め
た
平
成
十
五
年
の
第
五
十
五
回
生
駒

祭
で
、
大
学
祭
実
行
委
員
会
委
員
長
を
務

め
ら
れ
た
平
岡
章
弘
さ
ん
（
平
成
十
五
年

度
卒
業
・
法
学
部
法
律
学
科
）
に
、
大
提

灯
に
ま
つ
わ
る
思
い
出
や
当
時
の
生
駒
祭

に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

　

生
駒
祭
に
つ
い
て
は
、
こ
の
年
か
ら

開
催
日
程
を
こ
れ
ま
で
三
日
間
だ
っ
た

も
の
を
、
学
部
ご
と
に
開
催
し
て
い
た

学
部
祭
も
併
せ
て
四
日
間
に
変
更
。
ま

た
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
レ
ー
ド
か
ら
グ
ラ

ン
ド
フ
ィ
ナ
ー
レ
ま
で
、
生
駒
祭
を
一
つ

の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
す
る
よ
う
に
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
編
成
。
そ
れ
ま
で
は
、
学

部
祭
、
体
育
祭
、
文
化
祭
や
各
ク
ラ
ブ
主

催
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
生
駒
祭
の
期
間
中

に
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
大
学
祭
を
し
て
い
る

状
態
か
ら
、
皆
が
ひ
と
つ
の
生
駒
祭
を
作

り
上
げ
る
形
へ
と
改
革
さ
れ
た
そ
う
で

す
。
し
か
し
、
当
時
の
生
駒
祭
の
運
営

に
つ
い
て
は
「
生
駒
祭
の
規
模
は
大
き
く

生
駒
祭
の
大
提
灯

建
学
史
料
室　

澤
田　

和
典

　

毎
年
十
一
月
に
東
大
阪
キ
ャ
ン
パ
ス
で

行
わ
れ
る
大
学
祭
「
生
駒
祭
」
で
は
、
メ

イ
ン
ス
テ
ー
ジ
に
一
際
目
を
引
く
“
生
駒

祭
”
と
書
か
れ
た
大
き
な
提
灯
が
掲
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
提
灯
は
高
さ
約
二
・

七
メ
ー
ト
ル
、
直
径
約
二
メ
ー
ト
ル
と

見
る
者
を
圧
倒
す
る
存
在
感
を
誇
り
ま

す
。
し
か
し
、
老
朽
化
に
よ
る
損
傷
は
避

け
ら
れ
ず
、
平
成
二
十
六
年
に
開
催
さ
れ

た
第
六
十
六
回
生
駒
祭
か
ら
東
門
に
掲
げ

ら
れ
る
中
提
灯
と
と
も
に
新
調
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
引
退
し
た
大
提
灯
と
中
提
灯

は
、
建
学
史
料
室
が
お
預
か
り
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
大
学
の
記
録
を
さ
か
の
ぼ
り
、

こ
の
大
提
灯
を
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
に
掲
げ

勉
強
と
他
の
こ
と
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
が

苦
手
な
の
で
、
世
耕
弘
一
先
生
が
人
力
車

の
仕
事
を
し
な
が
ら
勉
強
を
続
け
て
お
ら

れ
た
こ
と
は
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
し

た
。
今
の
私
は
、
勉
強
の
空
き
時
間
さ
え

有
効
に
使
え
て
い
な
い
の
で
、
こ
れ
か
ら

は
世
耕
弘
一
先
生
の
精
神
を
学
ん
で
効
率

よ
く
勉
強
し
て
い
き
た
い
で
す
。
今
回
の

体
験
し
た
こ
と
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

や
映
像
編
集
に
よ
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
に
ま
と

め
る
こ
と
に
よ
り
、
た
く
さ
ん
の
人
に
伝

え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

で
書
い
て
あ
る
文
書
を
見
た
こ
と
、
ま
た

そ
の
教
育
理
念
が
生
ま
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
聞
い
た
こ
と
に
よ
り
、
毎
日
目
に
し
て

い
る
こ
の
校
訓
が
、
私
自
身
が
こ
れ
か
ら

を
生
き
て
い
く
上
で
ど
ん
な
に
大
切
な
も

の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
、
と

て
も
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　

世
耕
弘
一
先
生
が
少
年
時
代
に
丁
稚
奉

公
に
行
き
、
大
き
く
て
重
い
木
材
を
運
ぶ

仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

私
自
身
、
丁
稚
奉
公
と
い
う
言
葉
を
初
め

て
耳
に
し
、
今
と
は
全
く
違
う
時
代
だ
っ

た
こ
と
を
改
め
て
知
り
ま
し
た
。
私
は
、

駒
祭
の
シ
ン
ボ
ル
に
ふ
さ
わ
し
い
存
在
と

し
て
、
あ
の
大
提
灯
を
掲
げ
た
の
で
す
。」

と
そ
の
理
由
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

引
退
し
た
大
提
灯
に
つ
い
て
は
「
僕
た

ち
が
一
生
懸
命
作
り
上
げ
た
生
駒
祭
を
見

守
っ
て
く
れ
た
提
灯
が
引
退
し
た
こ
と
は

残
念
で
す
が
、
保
存
し
て
い
た
だ
け
る
の

は
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。」
と
率
直
な

感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

学
生
の
成
長
を
見
守
っ
た
大
提
灯
の
様

に
、
大
学
内
に
は
多
く
の
思
い
出
の
品
物

が
残
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
皆

様
の
周
り
に
も
何
か
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

是
非
、
建
学
史
料
室
ま
で
ご
連
絡
を
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
學
生
俥
夫
」
を
た
ど
っ
て

建
学
史
料
室　

木
村　

道
子

　

不
倒
館
の
展
示
品
の
中
で
、
ひ
と
き
わ

目
を
引
く
人
力
車
。
近
畿
大
学
創
設
者
の

世
耕
弘
一
先
生
が
、
人
力
車
夫
を
さ
れ
た

「
苦
学
の
象
徴
」
と
し
て
展
示
さ
れ
て
い

る
の
は
、
周
知
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
人

力
車
は
、
近
畿
大
学
台
湾
校
友
の
皆
様
の

ご
寄
附
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
も
の
で
、

見
る
だ
け
で
な
く
実
際
に
乗
車
す
る
こ
と

が
で
き
、
不
倒
館
に
訪
れ
る
多
く
の
方
々

に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

人
力
車
は
、
人
を
乗
せ
て
持
ち
上
げ
る

だ
け
な
ら
、
比
較
的
か
ん
た
ん
で
す
が
、

引
く
と
な
る
と
大
変
な
労
力
を
要
し
ま

す
。
私
は
、
不
倒
館
で
ご
案
内
す
る
う
ち

な
っ
た
の
に
、
実
行
委
員
は
こ
れ
ま
で
と

同
じ
人
数
し
か
い
な
か
っ
た
の
で
、
仕
事

の
量
が
膨
大
な
も
の
に
な
り
、
運
営
に
は

大
変
苦
労
し
ま
し
た
。」
と
当
時
の
苦
労

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

生
駒
祭
の
大
提
灯
に
つ
い
て
伺
う
と
、

以
前
の
生
駒
祭
で
は
西
門
の
ア
ー
チ
に
吊

ら
れ
て
い
た
と
先
輩
か
ら
伝
わ
っ
て
い
た

も
の
の
、
し
ば
ら
く
の
間
使
わ
れ
て
い
な

か
っ
た
と
説
明
。
復
活
さ
せ
た
理
由
に
つ

い
て
は
、「
華
々
し
い
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ

レ
ー
ド
で
始
ま
る
も
の
の
、
終
わ
り
方

が
は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
。」
と
語
る
通

り
、
こ
れ
ま
で
に
考
え
て
い
た
課
題
の
解

消
を
目
指
し
て
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
レ
ー

ド
か
ら
グ
ラ
ン
ド
フ
ィ
ナ
ー
レ
ま
で
の
舞

台
に
、
十
号
館
前
の
芝
生
広
場
に
メ
イ
ン

ス
テ
ー
ジ
を
設
置
。「
一
つ
に
な
っ
た
生 学生を見守ってきた大提灯（平成25年度生駒祭）
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①
駒
込
に
岩
崎
様
の
別
荘
が
あ
る

　
　
（「
學
生
俥
夫
」
抜
刷
３
頁
）

　

②
白
山
坂
も
一
氣
に
駈
け
下
り

　
　
（
同
５
頁
）

　

③
水
道
橋
か
ら
九
段
に
入
る（
同
８
頁
）

　

④
九
段
の
精
華
女
學
校
（
同
３
頁
）

　

⑤
神
田
正
則
英
語
學
校
に
駈
け
つ
け
、

午
後
二
時
か
つ
き
り
に
女
學
校
に
引

返
し
て
、
駒
込
の
邸
に
令
嬢
を
送
り

込
む
と
、
ま
た
も
や
神
田
の
夜
學
の

教
室
に
取
っ
て
返
す

−（
同
５
頁
）

　

弘
一
先
生
が
苦
学
さ
れ
た
大
正
六
年
頃

と
現
在
の
東
京
の
地
図
を
比
較
す
る
と
、

道
路
は
整
備
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
岩
崎

家
別
邸
や
学
校
の
場
所
は
お
お
よ
そ
確
認

で
き
ま
す
。
①
か
ら
⑤
の
地
点
を
つ
な
ぎ

合
わ
せ
て
現
在
の
地
図
上
で
ル
ー
ト
を
仮

定
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て
み

ま
し
た
。
片
道
約
六
キ
ロ
、
徒
歩
で
は
一

時
間
以
上
か
か
る
道
の
り
で
す
。
こ
れ
を

人
力
車
で
往
復
し
、
更
に
ま
た
学
校
へ

戻
っ
て
、
夜
学
に
励
ん
で
お
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
東
京
出
張
の
機
会
に
、
弘

一
先
生
が
人
力
車
を
引
い
て
通
わ
れ
た
足

跡
を
た
ど
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

岩
崎
邸
の
別
邸
（
①
）
で
あ
っ
た
「
六

義
園
」
の
上
富
士
前
交
差
点
に
到
着
。
一

月
下
旬
と
い
う
の
に
寒
気
も
和
ら
ぎ
、
快

晴
の
下
、
意
気
揚
々
と
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
あ
る
お
寺
や
古
び

た
石
碑
な
ど
を
目
に
す
る
と
、「
弘
一
先

生
も
ご
覧
に
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。」

と
い
う
想
像
が
か
き
立
て
ら
れ
、
足
は
ど

ん
ど
ん
進
み
ま
す
。

に
、
弘
一
先
生
が
人
力
車
夫
を
な
さ
っ
た

「
道
の
り
」
に
関
心
を
持
ち
ま
し
た
。
ど

れ
く
ら
い
の
距
離
で
、
ど
の
よ
う
な
道
を

通
っ
て
お
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

人
力
車
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、『
山
は
動

か
ず
』『
炎
の
人
生
』
な
ど
で
も
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
中
で
今
回
は
、

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
小
説
「
學
生
俥
夫
」

を
参
考
に
し
ま
し
た
。

　
「
學
生
俥
夫
」（
著
者　

穂
積
驚
氏
）
は
、

昭
和
十
四
年
発
行
の
雑
誌
『
キ
ン
グ
』

（
十
五
巻
四
号
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

故
世
耕
弘
昭
理
事
長
の
ご
記
憶
の
お
陰

で
、
五
年
の
歳
月
を
経
て
見
つ
け
出
さ
れ

た
幻
の
一
冊
は
、
人
力
車
と
と
も
に
不
倒

館
に
て
展
示
中
で
す
。

　
「
學
生
俥
夫
」
に
は
、
弘
一
先
生
が
、

名
家
で
あ
っ
た
岩
崎
家
の
令
嬢
を
、
人
力

車
で
女
学
校
へ
送
迎
し
な
が
ら
、
ご
自
身

も
学
校
に
通
い
、
勉
学
に
励
ん
で
お
ら
れ

た
よ
う
す
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
か

ら
次
の
五
地
点
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
し

た
。

　

交
差
点
で
立
ち
止
ま
り
、
地
図
を
確
認

し
な
が
ら
そ
の
先
を
見
て
、
思
わ
ず
声

を
あ
げ
ま
し
た
。「
白
山
坂
」（
②
）
で
す
。

三
～
四
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
急
な
坂
が
あ

る
こ
と
は
、
事
前
に
調
べ
て
い
ま
し
た

が
、
実
際
に
見
る
傾
斜
に
圧
倒
さ
れ
ま
し

た
。
人
力
車
を
引
い
て
、
こ
の
坂
を
上
る

の
は
、
体
力
に
自
信
の
あ
る
方
で
も
容
易

で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
だ
け
急
だ
と

上
り
だ
け
で
な
く
、
下
り
も
大
変
で
す
。

ま
た
、
人
力
車
に
乗
っ
て
（
乗
せ
ら
れ
）、

こ
の
坂
を
見
下
ろ
し
た
令
嬢
は
、
ど
ん
な

に
恐
ろ
し
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ゴ
ー
ル
は
ま
だ
ま
だ
先
で
す
。
気
を
取

り
直
し
て
、
次
の
地
点
を
目
指
し
て
、
ま

た
歩
き
始
め
ま
し
た
。
下
り
坂
が
更
に
続

き
、
水
道
橋
（
③
）
へ
着
く
頃
に
は
、
足

が
痛
み
始
め
、
最
初
の
勢
い
は
す
っ
か
り

な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

九
段
の
精
華
女
學
校
（
④
）
は
、
現
存

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
千
代
田
区
観
光
協
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
と
、
現
在
の
千

代
田
区
役
所
の
側
に
、「
九
段
精
華
学
校 

発
祥
地
」
と
い
う
石
碑
が
残
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
日
は
工
事

中
の
た
め
、
石
碑
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

強
い
風
が
容
赦
な
く
吹
き
つ
け
る
中
、

や
っ
と
の
思
い
で「
正
則
英
語
學
校
」（
⑤
） 

（
現　

正
則
学
園
高
等
学
校
）
に
到
着
し

ま
し
た
。
途
中
、
写
真
撮
影
を
し
た
り
、

道
を
誤
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ス
タ
ー
ト
地

点
で
設
定
し
て
お
い
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
計
測
は
、
八
・
四
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

二
時
間
三
十
分
を
記
録
し
て
い
ま
し
た
。

　

何
と
か
ゴ
ー
ル
で
き
た
こ
と
に
、
ほ
っ

と
し
た
瞬
間
、
私
は
あ
る
文
章
を
思
い
出

し
、
ま
た
絶
句
し
ま
し
た
。

　

以
前
、
読
ん
だ
『
人
力
車
』（
昭
和
五
十

四
年
発
行　

著
者　

齊
藤
俊
彦
氏
）
の
一

節
で
す
。

　
　

日
本
の
道
路
は
戦
後
の
盛
大
な
投
資

に
よ
っ
て
、
見
違
え
る
ほ
ど
に
改
善
さ

れ
、
か
つ
て
人
力
車
が
走
っ
た
石
こ
ろ

の
多
い
未
舗
装
の
う
ね
う
ね
し
た
細
い

道
を
思
い
お
こ
す
こ
と
は
容
易
で
は
な

い
。
人
力
車
を
勢
よ
く
引
い
て
疾
走
し

た
足
腰
の
強
い
労
働
力
を
い
ま
の
世
代

に
求
め
る
こ
と
は
、
も
は
や
不
可
能
に

近
い
で
あ
ろ
う
。（
十
一
頁
「
序
文
」　

今
津
健
治
氏
（
神
戸
大
学
））

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
事
前
に
調
べ
た
内

容
と
、
実
際
に
歩
い
た
道
に
大
き
な
違
い 弘一先生の足跡をたどるスタート地点の上富士前交差点

不倒館で展示されている人力車
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建
学
史
料
室
か
ら
の
お
願
い

▼
史
資
料
収
集

　

世
耕
弘
一
先
生
、
政
隆
先
生
、
弘
昭
先

生
ご
生
前
の
関
係
史
資
料
（
出
版
物
、書
簡
、

写
真
、
録
音
テ
ー
プ
、
ビ
デ
オ
、
そ
の
他

何
で
も
結
構
で
す
）
を
、
現
在
も
お
手
元

に
保
管
さ
れ
て
い
る
方
々
に
、
そ
の
関
係

史
資
料
の
ご
寄
贈
又
は
複
製
で
の
ご
提
供

を
賜
り
た
く
、
当
史
料
室
で
は
広
く
皆
様

方
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
史
料
室
へ
ご

一
報
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

不
倒
館
の
開
館
日
・
時
間
は
、
近
畿
大

学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
不
倒
館

−

創
設
者
世

耕
弘
一
記
念
室

−

」
の
サ
イ
ト
で
お
知
ら

せ
し
て
お
り
ま
す
。

　

近
畿
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
右

下
に
あ
る
（
不
倒
館　

創
設
者
世
耕
弘
一

記
念
室　

立
像
の
画
面
）
を
選
択
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
ご
意
見
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

本
誌
や
不
倒
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ご

感
想
や
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
お
便
り
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
本
誌
な
ど
の
編
集
に
役
立
て

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
ち
ら

か
ら
お
問
い
合
わ
せ
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
や
、
広
報
誌
の
中
で
お
名
前
と
と
も

に
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

〒
五
七
七

−

八
五
〇
二

東
大
阪
市
小
若
江
三

−

四

−

一

近
畿
大
学 

建
学
史
料
室

電 

話
（
〇
六
）
四
三
〇
七

−

三
〇
九
一

（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

U
R

L http://w
w

w
.kindai.ac.jp

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
印
象

は
大
き
く
違
い
ま
し
た
。
白
山
坂
の
急
傾

斜
は
、
想
像
を
絶
す
る
も
の
で
し
た
し
、

緩
や
か
な
長
い
坂
道
の
厳
し
さ
は
、
歩
い

た
か
ら
こ
そ
体
感
で
き
た
こ
と
で
す
。
今

回
は
天
候
に
恵
ま
れ
ま
し
た
が
、
雨
の
日

も
雪
の
日
も
、
暑
い
日
も
あ
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
弘
一
先
生
は
、
約
百
年
前
の
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
も
さ
れ
て
い
な
い
こ
の

道
の
り
を
、
人
力
車
を
引
い
て
通
っ
て
お

ら
れ
た
の
で
す
。

　

弘
一
先
生
の
体
格
が
、
決
し
て
大
き
く

は
な
い
こ
と
は
、
写
真
や
ビ
デ
オ
、
或
い

は
不
倒
館
に
展
示
し
て
い
る
「
勲
一
等
瑞

宝
章
を
佩
用
さ
れ
て
い
る
モ
ー
ニ
ン
グ

姿
」
か
ら
推
察
で
き
ま
す
。
小
柄
な
お
身

体
で
、
こ
の
険
し
い
仕
事
に
挑
ま
れ
た
世

耕
弘
一
先
生
の
強
靭
な
精
神
と
、
向
学
へ

の
志
の
高
さ
を
改
め
て
感
じ
た
道
の
り
で

し
た
。不

倒
館
を
訪
れ
た
方
々

　

不
倒
館
に
は
、
卒
業
生
や
元
教
職
員
の

皆
さ
ん
も
多
く
訪
問
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

ま
す
。特
に
、校
友
会
の
見
学
依
頼
や
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
は
、「
久
し
ぶ
り
の

母
校
で
、
新
し
さ
と
懐
か
し
さ
の
両
面
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。」
と
喜
び
の
声

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

開
館
日
は
、
不
倒
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
開
館
日
以
外

の
見
学
も
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

　

不
倒
館
へ
是
非
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。

不
倒
館
入
館
者
数
の
報
告

　

平
成
二
十
一
年
九
月
に
開
設

以
来
の
不
倒
館
入
館
者
数
を
年

度
別
で
報
告
し
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
度

一
九
五
一
人

平
成
二
十
二
年
度

二
四
四
六
人

平
成
二
十
三
年
度

二
五
七
九
人

平
成
二
十
四
年
度

二
九
七
一
人

平
成
二
十
五
年
度

四
一
七
二
人

平
成
二
十
六
年
度 

二
月
末

三
二
八
六
人

総
数　
　

一
七
四
〇
五
人
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